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Ⅰ 住民意識調査の概要 
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１．住民意識調査の目的 
 

「地域福祉」とは、地域社会でともに暮らす人々が、障がいの有無や年齢に関係なく、

互いに支え合い、助け合いながら、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるような地域

社会をみんなで築いていく取り組みのことです。人と人とのつながりを基本として、福祉

サービスを必要とする人たちの社会参加を促す「ともに支え合う社会づくり」のために、

地域福祉の推進が求められています。 

法律においても、平成 12 年に「社会福祉事業法」から「社会福祉法」に改正された際

に、地域社会のあり方として住民同士の互いの支え合い・助け合いによる支援と、公的な

福祉サービスの充実を両輪とした「地域福祉の推進」の必要性が第 4 条に明記されました。 

本調査は、「第三次太宰府市地域福祉計画」の策定にあたり、市内にお住まいの方々の

福祉観、地域活動への参加状況などの実態を把握するとともに、市民の方々のご意見やご

提言を広くお聞きし、同計画に反映していくことを目的に実施しました。   
２．住民意識調査の方法と回収状況  

・調査地域   ：太宰府市全域 

・調査対象者  ：太宰府市在住の 20 歳以上 1,000 名を無作為抽出 

・調査方法   ：郵送による配布・回収 

・調査期間   ：配布 平成 28 年７月 12 日（火） 

         有効とした到着日 平成 28 年 8 月 19 日（金）まで 

 
 

配布数（Ａ） 回収票数（Ｂ） 回収率 
（Ｂ） 

（Ａ） 

1,000 465 46.5% 
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３．報告書の見方  
●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以

下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択

肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、

本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が

100.0％を超える場合があります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の

判別が困難なものです。 

●図表中の「Ｎ」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）

を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

●その他回答などで、個人などが特定される可能性のある内容については、若干の修正を

して掲載しています。 
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Ⅱ 調査結果 
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6.5

11.4

12.7

14.4

22.8

19.8

10.3

2.2

0% 10% 20% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

不明・無回答

<単数回答>
N=465

43.9 54.2 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

男性 女性 不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

１．調査対象者について 
 

○ あなたの戸籍上の性別はどちらですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの年齢は、何歳ですか。（１つだけ○） 
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14.4

8.4

9.2

14.8

8.4

23.0

12.9

5.2

3.7

0% 10% 20% 30%

太宰府小学校区

太宰府東小学校区

太宰府南小学校区

水城小学校区

水城西小学校区

太宰府西小学校区

国分小学校区

わからない

不明・無回答

<単数回答>
N=465

28.0

3.7

3.4

0.2

1.1

17.2

13.3

26.5

3.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40%

会社員、団体職員

公務員

自営業（農業などを除く）

農業など

学生

家事専業

パート・アルバイト

無職

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=465

 

○ あなたが住んでいる小学校区はどちらですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの主な職業は何ですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

・年金生活者（２） ・ワークサポートセンター ・タクシー乗務員 

・非常勤勤務 ・サービス業 ・契約社員 

・嘱託職員 ・医師 ・教師 
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1.9

5.8

6.7

3.7

5.8

44.3

8.6

8.2

29.7

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

乳児（１歳未満）

幼児（１歳から就学前）

小学生

中学生

高校生

65歳以上の人

介護を必要とする人

障がいのある人

いずれもいない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

9.2 32.9 45.2 8.2

2.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

ひとり暮らし（単身） 夫婦のみ

ニ世代世帯（親と子） 三世代世帯（親と子と孫）

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

○ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他回答】 

・兄弟・姉妹 

 

 

○ あなたが現在一緒に住んでいるご家族のなかに、つぎのような人（あなた自身も

含みます）はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

2.4 7.7

1.7

6.2 27.3 52.7 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上

不明・無回答

<単数回答>

 

○ あなたは太宰府市に住んで何年になりますか。（１つだけ○） 
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46.7 39.6 7.7 1.7 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

とても関心がある やや関心がある あまり関心がない

まったく関心がない 不明・無回答

<単数回答>

47.1

48.0

37.7

42.1

9.8

6.3

2.9

0.8

2.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

とても関心がある やや関心がある あまり関心がない

まったく関心がない 不明・無回答

<単数回答>

 

２．「福祉」について 
 

問１ あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても関心がある」と「やや関心がある」をあわせた『関心がある』人が 86.3％と約８

割を占めています。また、「あまり関心がない」と「まったく関心がない」をあわせた『関心

がない』人が 9.4％となっています。 

 

【性別グラフ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、「とても関心がある」と「やや関心がある」をあわせた『関心がある』人の

割合が、女性が 90.1％、男性は 84.8％となっており、女性が男性を 5.3 ポイント上回って

います。 
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33.3

20.8

28.8

44.8

51.9

69.6

60.4

43.3

60.4

52.5

46.3

35.8

27.2

27.1

16.7

15.1

16.9

4.5

8.5

1.1

0.0

6.7

3.8

1.7

0.0

0.9

0.0

4.2

0.0

0.0

0.0

4.5

2.8

2.2

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

とても関心がある やや関心がある あまり関心がない

まったく関心がない 不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、「とても関心がある」と「やや関心がある」をあわせた『関心がある』人

の割合が 70 歳代で 96.8％と最も高くなっています。一方、20 歳代では 76.6％と他の年

代と比較してやや低くなっています。 
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41.8

46.2

53.5

50.7

35.9

56.1

45.0

38.8

41.0

34.9

39.1

48.7

35.5

45.0

16.4

7.7

2.3

8.7

5.1

6.5

6.7

1.5

0.0

4.7

0.0

2.6

0.9

1.7

1.5

5.1

4.7

1.4

7.7

0.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

とても関心がある やや関心がある あまり関心がない

まったく関心がない 不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、「とても関心がある」と「やや関心がある」をあわせた『関心がある』

人の割合が太宰府西小学校区で 91.6％と他の校区と比較して高くなっています。 
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1.9 17.6 68.6 3.4 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

福祉を必要とする人�、家族や親戚が面倒をみればよい

福祉�、国や市町村といった行政の責任で行うべき

福祉�、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき

その他

不明・無回答

<単数回答>

16.5 59.9 7.7 8.0

1.0

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=401)

子どもに関する福祉 高齢者に関する福祉

障がいのある人に関する福祉 生活困窮者に関する福祉

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

問１-１ 「福祉」のどのような分野にもっとも関心がありますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者に関する福祉」が 59.9％と最も高く、次いで「子どもに関する福祉」が 16.5％、

「生活困窮者に関する福祉」が 8.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・ひとつだけは選べない 

・ひとつではだめ。福祉は全て関連してくる 

・全ての人々に関しての福祉・生活しやすいまちづくり 

 

 

問２ これからの「福祉」のあり方は、どのようであるべきだと思いますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

「福祉は、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき」が 68.6％と最も高く、次い

で「福祉は、国や市町村といった行政の責任で行うべき」が 17.6％、「福祉を必要とする人

は、家族や親戚が面倒をみればよい」が 1.9％となっています。 

 

【その他回答】 

・家族が面倒をみるのは当たり前なので、国や市町村はそれを手助けできるようにしてほしい 

・家族と国や市町村などの行政の支えが必要 
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2.5

1.6

20.1

15.9

70.1

69.8

1.0

5.6

6.4

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

福祉を必要とする人�、家族や親戚が面倒をみればよい

福祉�、国や市町村といった行政の責任で行うべき

福祉�、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき

その他

不明・無回答

<単数回答>

・行政と家族、親戚が支える 

・「福祉を必要とする人は、家族や親戚が面倒をみればよい」と「福祉は、国や市町村といった行

政の責任で行うべき」が協力し合うべき 

・行政と住民で協力。今の時代地域でというのは難しいと思う 

・福祉は国や市町村といった行政が責任を持ち、地域住民の参画が必要 

・行政を中心として住民と協力しながら地域で支え合うべき 

・「福祉は、国や市町村といった行政の責任で行うべき」＋「福祉は、行政と住民が協力しながら、

地域で支え合うべき」 

・行政を頼ることができるよう窓口を広くもってほしい。それにより家族、地域で支えることが

できる  

・「福祉を必要とする人は、家族や親戚が面倒をみればよい」が理想だが、難しい事も多いため、

行政、住民の協力と併せる事が必要 

・３つの調和がとれているべきだと思う 

・自助と共助の共存が望ましいと思う 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「福祉は、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき」

の割合が最も高く、男性が 70.1％、女性は 69.8％となっており、男女間での大きな差はみ

られません。 
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3.3

3.8

3.4

1.5

0.0

2.2

2.1

13.3

15.1

20.3

14.9

18.9

18.5

20.8

80.0

71.7

69.5

65.7

73.6

63.0

72.9

3.3

5.7

5.1

6.0

2.8

2.2

0.0

0.0

3.8

1.7

11.9

4.7

14.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

福祉を必要とする人�、家族や親戚が面倒をみればよい

福祉�、国や市町村といった行政の責任で行うべき

福祉�、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、どの年代においても「福祉は、行政と住民が協力しながら、地域で支え

合うべき」の割合が最も高くなっています。また、40 歳代、80 歳以上では「福祉は、国や

市町村といった行政の責任で行うべき」の割合が他の年代と比較してやや高くなっています。 
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3.0

2.6

0.0

0.0

0.0

1.9

3.3

11.9

10.3

27.9

20.3

20.5

17.8

10.0

71.6

76.9

65.1

65.2

71.8

73.8

71.7

6.0

2.6

4.7

5.8

2.6

0.0

5.0

7.5

7.7

2.3

8.7

5.1

6.5

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

福祉を必要とする人�、家族や親戚が面倒をみればよい

福祉�、国や市町村といった行政の責任で行うべき

福祉�、行政と住民が協力しながら、地域で支え合うべき

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校区別にみると、どの小学校区においても「福祉は、行政と住民が協力しながら、地

域で支え合うべき」の割合が最も高くなっています。また、太宰府南小学校区では「福祉は、

国や市町村といった行政の責任で行うべき」が、国分小学校区では「福祉を必要とする人は、

家族や親戚が面倒をみればよい」の割合が他の小学校区と比較してやや高くなっています。 
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58.9

43.7

17.2

13.1

25.8

41.9

10.5

3.9

1.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

福祉の制度、サービス、理念や考え方などに

ついて学ぶこと

住民が地域の福祉についての課題を

話し合える場をつくること

子どもへの虐待など、近年クローズアップ

されている福祉問題について学ぶこと

母子保健や子育ての方法などに

ついて学ぶこと

介護体験や介護を必要とする人の疑似体験

など、体験学習をすること

介護を必要とする人やその家族などの話を

聞いたり、交流したりすること

手話や点字、介護方法などの

技術を習得すること

その他

特に必要なこと�ない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問３ あなたは、住民が福祉について理解を深めるためには、どのような機会が必要

だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉の制度、サービス、理念や考え方などについて学ぶこと」が 58.9％と最も高く、次

いで「住民が地域の福祉についての課題を話し合える場をつくること」が 43.7％、「介護を

必要とする人やその家族などの話を聞いたり、交流したりすること」が 41.9％、となってい

ます。 

 

【その他回答】 

・わが身に振りかからないとなかなか積極的になれない。普段から広報やポスターなどで観念的

に情報を植えつける 

・実際に学ぶ場が設けられても、自ら学びに行くことは少ない。行政から効果的な方法で情報発

信してほしい 

・もっと詳しく頻回に広報などで知らせるべき（利用の仕方、相談場所、方法、手当など） 

・公民館を利用して普及活動を行う 

・活用できる福祉の具体例を知る事 

・今、地域で必要としている事に目を向けて行動する事 

・自助努力→福祉、介護保険等に頼る前にトレーニングジム等、サポートの場をつくる 

・近隣が仲良しである事 

・行政区の自治会活動の中で老人クラブと色々なイベント等を通じて交流を図ること 
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58.3

50.0

18.1

12.3

26.5

34.8

8.8

2.9

2.5

2.5

61.5

39.7

17.1

13.9

26.2

48.8

12.3

4.8

1.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80%

福祉の制度、サービス、理念や考え方

などについて学ぶこと

住民が地域の福祉についての課題を

話し合える場をつくること

子どもへの虐待など、近年クローズアップ

されている福祉問題について学ぶこと

母子保健や子育ての方法などに

ついて学ぶこと

介護体験や介護を必要とする人の

疑似体験など、体験学習をすること

介護を必要とする人やその家族などの

話を聞いたり、交流したりすること

手話や点字、介護方法などの

技術を習得すること

その他

特に必要なこと�ない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

・「住民が地域の福祉についての課題を話し合える場をつくること」の場が地区の公民館で行われ、

回覧板等でその情報が分かること 

・子育て中の親が勉強する場が必要だと思う 

・障害児を集めて福祉センターにてパンつくりをしていました 

・市との協同 

・全て必要である 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「福祉の制度、サービス、理念や考え方などについて学ぶこと」

の割合が最も高く、女性が 61.5％、男性が 58.3％となっています。また、「介護を必要と

する人やその家族などの話を聞いたり、交流したりすること」では、女性が 48.8％、男性は

34.8％で女性が男性を 14.0 ポイント上回っています。 
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【年代別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

福
祉
の
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
、
理
念
や 考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と 住

民
が
地
域
の
福
祉
に
つ
い
て
の
課
題
を 話

し
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と 子

ど
も

へ
の
虐
待
な
ど
、
近
年
ク
ロ
ー
ズ ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
福
祉
問
題
に
つ
い
て 学

ぶ
こ
と 母

子
保
健
や
子
育
て
の
方
法
な
ど
に つ

い
て
学
ぶ
こ
と 介

護
体
験
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の 疑

似
体
験
な
ど
、
体
験
学
習
を
す
る
こ
と 介

護
を
必
要
と
す
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
の 話

を
聞
い
た
り
、
交
流
し
た
り
す
る
こ
と 手

話
や
点
字
、
介
護
方
法
な
ど
の 技

術
を
習
得
す
る
こ
と そ

の
他 特

に
必
要
な
こ
と
は
な
い 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 43.3 33.3 20.0 26.7 33.3 43.3 16.7 6.7 10.0 0.0 

30 歳代(N=53) 71.7 26.4 26.4 37.7 26.4 41.5 15.1 3.8 0.0 1.9 

40 歳代(N=59) 64.4 35.6 22.0 13.6 28.8 27.1 15.3 3.4 3.4 3.4 

50 歳代(N=67) 59.7 46.3 17.9 13.4 25.4 40.3 11.9 4.5 1.5 1.5 

60 歳代(N=106) 60.4 52.8 14.2 3.8 26.4 45.3 14.2 4.7 0.9 1.9 

70 歳代(N=92) 57.6 47.8 12.0 7.6 28.3 51.1 3.3 4.3 0.0 2.2 

80 歳代以上(N=48) 56.3 54.2 16.7 8.3 16.7 41.7 2.1 0.0 4.2 4.2 

 

 年代別にみると、すべての年代において「福祉の制度、サービス、理念や考え方などにつ

いて学ぶこと」の割合が高く、30歳代では71.7％と他の年代と比較して高くなっています。

また、20 歳代では「介護を必要とする人やその家族などの話を聞いたり、交流したりする

こと」の割合も高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

福
祉
の
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
、
理
念
や 考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と 住

民
が
地
域
の
福
祉
に
つ
い
て
の
課
題
を 話

し
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と 子

ど
も

へ
の
虐
待
な
ど
、
近
年
ク
ロ
ー
ズ ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
福
祉
問
題
に
つ
い
て 学

ぶ
こ
と 母

子
保
健
や
子
育
て
の
方
法
な
ど
に つ

い
て
学
ぶ
こ
と 介

護
体
験
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の 疑

似
体
験
な
ど
、
体
験
学
習
を
す
る
こ
と 介

護
を
必
要
と
す
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
の 話

を
聞
い
た
り
、
交
流
し
た
り
す
る
こ
と 手

話
や
点
字
、
介
護
方
法
な
ど
の 技

術
を
習
得
す
る
こ
と そ

の
他 特

に
必
要
な
こ
と
は
な
い 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
62.7 52.2 17.9 13.4 35.8 37.3 6.0 3.0 1.5 1.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
43.6 69.2 10.3 12.8 23.1 53.8 10.3 5.1 0.0 2.6 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
58.1 37.2 14.0 11.6 30.2 46.5 14.0 2.3 2.3 0.0 

水城小学校区 

(N=69) 
58.0 44.9 17.4 21.7 26.1 26.1 14.5 8.7 2.9 4.3 

水城西小学校区 

(N=39) 
51.3 41.0 20.5 15.4 20.5 46.2 5.1 5.1 0.0 5.1 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
66.4 41.1 15.0 7.5 25.2 48.6 15.0 3.7 0.9 0.9 

国分小学校区 

(N=60) 
66.7 36.7 30.0 11.7 23.3 48.3 10.0 1.7 1.7 0.0 

 

 小学校区別にみると、太宰府東小学校区では「住民が地域の福祉についての課題を話し合

える場をつくること」の割合が高く、その他の小学校区では「福祉の制度、サービス、理念

や考え方などについて学ぶこと」の割合が高くなっています。 
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70.8 4.9 22.6 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明・無回答

<単数回答>

71.6

69.8

4.4

5.2

22.5

23.4

1.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明・無回答

<単数回答>

 

３．地域での生活について 
 

問４ あなたは、これからも現在住んでいるところに住み続けたいと思いますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住み続けたい」が 70.8％、「どちらともいえない」が 22.6％、「住み続けたくない」が

4.9％となっており、約７割の人が「住み続けたい」と回答しています。 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「住み続けたい」の割合が最も高く、男性が 71.6％、女性は

69.8％となっており、男女間に大きな差はみられません。 
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60.0

45.3

62.7

67.2

80.2

80.4

79.2

6.7

7.5

6.8

3.0

2.8

5.4

4.2

33.3

43.4

27.1

28.4

16.0

14.1

14.6

0.0

3.8

3.4

1.5

0.9

0.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、どの年代においても「住み続けたい」と回答した人の割合が最も高く、

60 歳代以上では約８割を占めています。一方、30 歳代では「住み続けたくない」が 7.5％

と他の年代と比較してやや高くなっています。 

 

 



23 

68.7

76.9

76.7

62.3

76.9

72.9

71.7

9.0

7.7

2.3

1.4

2.6

2.8

8.3

20.9

15.4

18.6

33.3

20.5

22.4

18.3

1.5

0.0

2.3

2.9

0.0

1.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「住み続けたい」と回答した人の割合が高

くなっていますが、水城小学校区では 62.3％と他の小学校区と比較してやや低くなっていま

す。また、太宰府小学校区では「住み続けたくない」が 9.0％と、他の小学校区と比較して

やや高くなっています。 
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78.4

27.7

24.0

16.1

43.2

7.0

2.1

3.3

28.0

4.0

2.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の土地や家があるから

近くに家族、親族がいるから

近くに友人、知人がいるから

近所づきあいがよいから

買い物や交通の便がよいから

働く場（職場）があるから

子育てや教育環境が整っているから

福祉・医療などのサービスが整っているから

気候・風土・自然環境が気に入っているから

文化・スポーツなどの環境が整っているから

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=329

 

※問４で「１ 住み続けたい」と回答した人にうかがいます。 

問４-１ どのような点で住み続けたいと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分の土地や家があるから」が 78.4％と最も高く、次いで「買い物や交通の便がよいか

ら」が 43.2％、「気候・風土・自然環境が気に入っているから」が 28.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・子どもの友だちがいるから 

・歴史公園が近所にあり、散歩に適した環境だから 

・近くに図書館があるから 

・他に行くところもない 
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8.7

13.0

34.8

8.7

13.0

21.7

8.7

4.3

17.4

26.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の慣習・文化になじめないから

近所づきあいがよくないから

買い物や交通の便が悪いから

働く場所がないから

子育てや教育環境が整っていないから

福祉・医療などのサービスが整っていないから

気候・風土・自然環境が気に入らないから

文化・スポーツなどの環境が整っていないから

楽しめる場所がないから

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=23

 

※問４で「２ 住み続けたくない」と回答した人にうかがいます。 

問４-２ どのような点で住み続けたくないと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「買い物や交通の便が悪いから」が 34.8％と最も高く、次いで「福祉・医療などのサービ

スが整っていないから」が 21.7％、「楽しめる場所がないから」が 17.4％となっています。 

 

【その他回答】 

・転勤で住んで長くなったものの、何でも終わりにはじかれる 

・望んでいない転勤で住み始めたため 

・税金高い。水道代高い。対応遅い 

・行政の問題点が多すぎる 
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23.9 36.1 26.2 6.7 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

親しくおつきあいしているお宅がある

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつ�するが、それ以上の話�しない

つきあいがほとんどない

不明・無回答

<単数回答>

21.6

25.8

38.2

33.7

26.5

26.2

7.8

6.0

5.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

親しくおつきあいしているお宅がある

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつ�するが、それ以上の話�しない

つきあいがほとんどない

不明・無回答

<単数回答>

 

問５ あなたは、普段近所の人とどの程度のつきあいをされていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「たまに立ち話をする程度」が 36.1％と最も高く、次いで「会えばあいさつはするが、そ

れ以上の話はしない」が 26.2％、「親しくおつきあいしているお宅がある」が 23.9％とな

っています。 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「たまに立ち話をする程度」の割合が最も高く、男性が 38.2％、

女性は 33.7％と、男性が女性を 4.5 ポイント上回っています。また、「親しくおつきあいし

ているお宅がある」では、女性が 25.8％、男性が 21.6％と、女性が男性を 4.2 ポイント上

回っています。 
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6.7

7.5

13.6

25.4

26.4

38.0

31.3

13.3

20.8

44.1

44.8

38.7

35.9

35.4

56.7

49.1

30.5

22.4

24.5

9.8

18.8

23.3

15.1

6.8

6.0

3.8

3.3

2.1

0.0

7.5

5.1

1.5

6.6

13.0

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

親しくおつきあいしているお宅がある

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつ�するが、それ以上の話�しない

つきあいがほとんどない

不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、年代が上がるほど「親しくおつきあいしているお宅がある」の割合が高

くなる傾向がみられ、70 歳代では 38.0％と他の年代と比較して高くなっています。一方、

20歳代では「つきあいがほとんどない」が23.3％と他の年代と比較して高くなっています。 
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17.9

33.3

7.0

24.6

20.5

38.3

23.3

34.3

41.0

46.5

36.2

43.6

32.7

33.3

34.3

10.3

34.9

29.0

17.9

18.7

31.7

4.5

7.7

2.3

5.8

12.8

3.7

1.7

9.0

7.7

9.3

4.3

5.1

6.5

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

親しくおつきあいしているお宅がある

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつ�するが、それ以上の話�しない

つきあいがほとんどない

不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、太宰府西小学校区では「親しくおつきあいしているお宅がある」が、

その他の小学校区では「たまに立ち話をする程度」の割合が高くなっています。一方、太宰

府南小学校区では「親しくおつきあいしているお宅がある」が 7.0％と、他の小学校区と比

較して低くなっています。また、水城西小学校区では「つきあいがほとんどない」が 12.8％

と、他の小学校区と比較して高くなっています。 
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19.0

35.3

7.8

17.0

2.0

0.0

7.8

4.6

2.0

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

あまり知らないから

かかわる機会や時間がないから

家族にまかせているから

特に必要を感じないから

わずらわしいから

時間を割くのが惜しいから

人とのつきあいが苦手だから

どうしたらよいかわからないから

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=153

 

※問５で「３ 会えばあいさつはするが、それ以上の話はしない」、「４ つきあいがほ

とんどない」と回答した人にうかがいます。 

問５-１ つきあいがほとんどないのはなぜですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「かかわる機会や時間がないから」が 35.3％と最も高く、次いで「あまり知らないから」

が 19.0％、「特に必要を感じないから」が 17.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・仕事で帰りが遅く会わない 

・施設に入所中のため 

・入院中のため 

・高齢のため 
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10.1

14.2

4.3

12.9

13.1

4.7

3.2

3.7

12.5

8.6

15.1

5.8

3.9

74.4

69.5

77.6

68.8

69.0

77.8

79.8

79.6

71.6

73.3

68.4

77.0

9.2

15.5

16.3

18.1

18.3

17.8

17.4

17.0

16.8

15.9

18.1

16.6

17.2

86.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 買い物や通院などの外出が不便

② 力仕事（家具の移動など）ができない

③ 家事労働（炊事、洗濯など）がきつい

④ 庭・畑仕事（草取りなど）ができない

⑤ 機械類・電化製品の使い方や

修理方法がわからない

⑥ 話し相手、遊び相手、

相談相手が少ない

⑦ ごみ出しが困難

⑧ 近所づきあいがうまくいかない

⑨ 運動する場所や機会の不足

⑩ 生涯学習などの場所や機会の不足

⑪ 生活費の不足

⑫ 経済的な理由や多忙により食事の

準備が十分にできない

⑬ その他

困っている 困っていない 不明・無回答

<単数回答>
N=465

 

問６ 毎日の暮らしのなかでのあなたの困りごとはどのようなことですか。また、そ

れについて支援は必要ですか。（①～⑬それぞれ、Ａ、Ｂの項目ごとに１つだけ

○） 

 

≪Ａ≪Ａ≪Ａ≪Ａ    困り度≫困り度≫困り度≫困り度≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの項目においても、「困っていない」の割合が高くなっていますが、『生活費の不足』、『力

仕事（家具の移動など）ができない』では、他の項目と比較して「困っている」の割合がや

や高くなっています。 
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5.8

7.5

1.9

8.0

6.5

2.6

2.4

0.6

5.4

5.8

7.3

3.2

2.6

61.7

61.3

65.8

59.1

62.4

64.7

65.2

66.7

62.2

60.6

59.6

64.7

9.5

32.5

31.2

32.3

32.9

31.2

32.7

32.5

32.7

32.5

33.5

33.1

32.0

88.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 買い物や通院などの外出が不便

② 力仕事（家具の移動など）ができない

③ 家事労働（炊事、洗濯など）がきつい

④ 庭・畑仕事（草取りなど）ができない

⑤ 機械類・電化製品の使い方や

修理方法がわからない

⑥ 話し相手、遊び相手、

相談相手が少ない

⑦ ごみ出しが困難

⑧ 近所づきあいがうまくいかない

⑨ 運動する場所や機会の不足

⑩ 生涯学習などの場所や機会の不足

⑪ 生活費の不足

⑫ 経済的な理由や多忙により食事の

準備が十分にできない

⑬ その他

支援が必要 支援�必要ない 不明・無回答

<単数回答>
N=465

 

≪Ｂ≪Ｂ≪Ｂ≪Ｂ    支援の必要性≫支援の必要性≫支援の必要性≫支援の必要性≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの項目においても、「支援は必要ない」の割合が高くなっていますが、『庭・畑仕事（草

取りなど）ができない』、『力仕事（家具の移動など）ができない』、『生活費の不足』では、

他の項目と比較して「支援が必要」の割合がやや高くなっています。 

 

【その他回答】 

・現在は車の運転ができるが、将来は？  ・バスが少なすぎる  ・駅が遠い    

・家屋の維持や修繕等  ・知人が少ない ・地区のイベント等で近所づきあいをしたい 

・足腰を痛め老後に不安を感じている   ・今はいいが先が不安 

・税金が高い  ・年金生活で家賃が高い ・急な休校の時、子どもを預ける場所がない  

・遊具のある公園が近所にない      ・子どもの遊び場が少ない   

・入院中の母親の退院後の支援      ・両親の介護認定がおりない 

・介護で自分の自由がない        ・一人暮らしの方への支援   

・土日、夜、役所が機能していない   
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8.0 62.2 17.4

2.6 1.5

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

積極的に対応したい できるだけ対応したい

対応したいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

9.8

6.7

59.3

63.9

19.1

15.9

2.9

2.4

1.0

2.0

7.8

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

積極的に対応したい できるだけ対応したい

対応したいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

問７ 日々の暮らしのなかで困りごとを抱える人から助けを求められた時、あなた自

身はどう対応したいと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できるだけ対応したい」が 62.2％と最も高く、次いで「対応したいができれば避けたい」

が 17.4％、「積極的に対応したい」が 8.0％となっています。 

 

 

【その他回答】 

・内容により対応の仕方がある 

・対応したくてもできるかどうかわからない 

・自分でうまく対応できるかわからないので、市等にお願いしたい 

・高齢のため（２） 

・自分たちの事で精一杯で人の事を考える暇がない 

・主人の世話と毎日の生活で余裕がない  

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「できるだけ対応したい」の割合が最も高く、女性が 63.9％、

男性は 59.3％と女性が男性を 4.6 ポイント上回っています。また、「積極的に対応したい」

では、男性が 9.8％、女性は 6.7％と男性が女性を 3.1 ポイント上回っています。 
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13.3

3.8

8.5

9.0

8.5

10.9

2.1

56.7

66.0

64.4

65.7

58.5

63.0

58.3

16.7

22.6

16.9

11.9

20.8

16.3

14.6

0.0

3.8

3.4

3.0

2.8

2.2

2.1

0.0

0.0

3.4

0.0

0.0

4.3

2.1

13.3

3.8

3.4

10.4

9.4

3.3

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

積極的に対応したい できるだけ対応したい

対応したいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、どの年代においても「できるだけ対応したい」の割合が最も高くなって

います。また、20 歳代では「積極的に対応したい」が 13.3％と他の年代と比較して高くな

っています。 
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14.9

5.1

9.3

4.3

12.8

6.5

6.7

55.2

71.8

58.1

68.1

53.8

72.0

53.3

16.4

12.8

25.6

17.4

10.3

15.0

23.3

6.0

0.0

0.0

0.0

5.1

1.9

3.3

1.5

0.0

0.0

1.4

5.1

0.0

0.0

6.0

10.3

7.0

8.7

12.8

4.7

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

積極的に対応したい できるだけ対応したい

対応したいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「できるだけ対応したい」の割合が最も高

くなっています。また、太宰府小学校区では「積極的に対応したい」が 14.9％と他の小学校

区と比較して高くなっています。 
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21.5

1.1

29.0

14.0

4.3

10.8

2.2

12.9

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

対応したいが忙しいから

対応したいが家族が反対するから

対応の方法がわからず不安だから

人とのかかわりが苦手だから

時間を割くのが惜しいから

他人の問題で自分に�関係ないから

興味関心がないから

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=93

 

※問７で「３ 対応したいができれば避けたい」、「４ かかわりたくないので何もしな

い」と回答した人にうかがいます。 

問７-１ そのように考えるのはどのような理由からですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「対応の方法がわからず不安だから」が 29.0％と最も高く、次いで「対応したいが忙しい

から」が 21.5％、「人とのかかわりが苦手だから」が 14.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・その人がどんな人かわからないから（２） 

・他人への深入りは難しい 

・助けの程度によるが、家族や行政が責任を持つべき 

・まず公務員が働くべきだから 

・世話をしたいが自分の体力がない  

・自分の体が不自由だから  

・（私の）体の具合による  

・高齢のため  

・持病がある 

・家族が障害者なので 
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53.5

17.6

5.4

15.5

14.4

6.9

4.1

14.4

16.3

11.4

6.5

34.0

8.0

13.1

47.7

6.9

6.0

8.2

0.9

8.0

8.0

0% 20% 40% 60% 80%

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

子どもの短時間の預かり

買い物の手伝い

通院の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

家具の移動などの力仕事

草取りなどの庭・畑仕事

電球の交換や電化製品の簡単な修理

ごみ出しの手伝い

急病になった時の家族や親戚への連絡

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

災害時の手助け

日常的な話し相手

生活費の援助

食材や食事の提供

その他

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問８ あなたやご家族に助けが必要になった時、地域の人たちにどのような支援をし

てほしいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安否確認の声かけ」が 53.5％と最も高く、次いで「災害時の手助け」が 47.7％、「急

病になった時の家族や親戚への連絡」が 34.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・子どもの見守り 

・その時の状況による 

・わからない（２）  
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55.9

16.2

5.4

11.3

10.8

5.4

3.4

12.3

14.7

7.8

6.4

33.8

9.3

10.3

46.6

6.4

6.4

6.4

0.5

8.3

9.8

51.6

19.0

5.2

18.7

17.5

7.5

4.8

16.7

17.9

14.7

5.6

33.7

6.0

14.7

48.0

7.5

4.8

8.7

1.2

7.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80%

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

子どもの短時間の預かり

買い物の手伝い

通院の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

家具の移動などの力仕事

草取りなどの庭・畑仕事

電球の交換や電化製品の簡単な修理

ごみ出しの手伝い

急病になった時の家族や親戚への連絡

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

災害時の手助け

日常的な話し相手

生活費の援助

食材や食事の提供

その他

特にない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「安否確認の声かけ」の割合が高く、男性が 55.9％、女性は

51.6％と、男性が女性を 4.3 ポイント上回っています。また、「買い物の手伝い」では、女

性が 18.7％、男性は 11.3％と、女性が男性を 7.4 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

安
否
確
認
の
声
か
け 心

配
ご
と
な
ど
の
相
談
相
手 子

ど
も
の
短
時
間
の
預
か
り 買

い
物
の
手
伝
い 通

院
の
手
伝
い 家

事
の
手
伝
い 外

出
の
手
伝
い 家

具
の
移
動
な
ど
の
力
仕
事 草

取
り
な
ど
の
庭

・
畑
仕
事 電

球
の
交
換
や
電
化
製
品
の 簡

単
な
修
理 ご

み
出
し
の
手
伝
い 

20 歳代(N=63) 43.3 20.0 6.7 10.0 13.3 3.3 3.3 23.3 3.3 10.0 3.3 

30 歳代(N=127) 60.4 22.6 13.2 11.3 13.2 5.7 5.7 11.3 9.4 7.5 7.5 

40 歳代(N=142) 69.5 13.6 11.9 13.6 15.3 8.5 5.1 22.0 13.6 10.2 6.8 

50 歳代(N=104) 59.7 28.4 7.5 26.9 23.9 14.9 4.5 11.9 17.9 13.4 10.4 

60 歳代(N=176) 46.2 17.0 2.8 16.0 13.2 2.8 3.8 15.1 23.6 8.5 2.8 

70 歳代(N=140) 50.0 12.0 0.0 13.0 10.9 3.3 4.3 14.1 16.3 17.4 6.5 

80 歳代以上(N=35) 45.8 14.6 0.0 12.5 12.5 10.4 2.1 6.3 18.8 12.5 4.2 

<複数回答> 

急
病
に
な

っ
た
時
の
家
族
や 親

戚

へ
の
連
絡 急

病
に
な

っ
た
時
の
看
病 介

護
を
必
要
と
す
る
人
の 短

時
間
の
預
か
り 災

害
時
の
手
助
け 日

常
的
な
話
し
相
手 生

活
費
の
援
助 食

材
や
食
事
の
提
供 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答  

20 歳代(N=63) 40.0 0.0 6.7 60.0 10.0 6.7 10.0 0.0 6.7 3.3 

30 歳代(N=127) 30.2 5.7 7.5 41.5 7.5 3.8 9.4 3.8 7.5 9.4 

40 歳代(N=142) 33.9 6.8 18.6 55.9 6.8 13.6 11.9 0.0 11.9 3.4 

50 歳代(N=104) 37.3 11.9 22.4 58.2 9.0 9.0 20.9 0.0 3.0 4.5 

60 歳代(N=176) 34.0 4.7 16.0 50.0 9.4 2.8 4.7 0.0 6.6 9.4 

70 歳代(N=140) 34.8 9.8 6.5 39.1 2.2 3.3 0.0 2.2 10.9 9.8 

80 歳代以上(N=35) 25.0 10.4 6.3 31.3 6.3 2.1 2.1 0.0 10.4 14.6 

 

 年代別でみると、20 歳代、50 歳代では「災害時の手助け」、30 歳代から 50 歳代、70

歳代以上では「安否確認の声かけ」の割合が高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

安
否
確
認
の
声
か
け 心

配
ご
と
な
ど
の
相
談
相
手 子

ど
も
の
短
時
間
の
預
か
り 買

い
物
の
手
伝
い 通

院
の
手
伝
い 家

事
の
手
伝
い 外

出
の
手
伝
い 家

具
の
移
動
な
ど
の
力
仕
事 草

取
り
な
ど
の
庭

・
畑
仕
事 電

球
の
交
換
や
電
化
製
品
の 簡

単
な
修
理 ご

み
出
し
の
手
伝
い 

太宰府小学校区 

(N=67) 
55.2 19.4 6.0 22.4 17.9 13.4 10.4 22.4 20.9 14.9 9.0 

太宰府東小学校区 

(N=39)  
61.5 23.1 0.0 7.7 10.3 2.6 0.0 10.3 7.7 7.7 0.0 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
41.9 18.6 2.3 18.6 18.6 2.3 4.7 16.3 27.9 14.0 4.7 

水城小学校区 

(N=69) 
59.4 23.2 8.7 17.4 14.5 4.3 0.0 11.6 23.2 15.9 8.7 

水城西小学校区 

(N=39) 
59.0 20.5 7.7 10.3 5.1 2.6 2.6 7.7 5.1 12.8 2.6 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
51.4 10.3 5.6 15.9 11.2 7.5 4.7 15.9 16.8 6.5 5.6 

国分小学校区 

(N=60) 
50.0 15.0 1.7 11.7 15.0 5.0 5.0 15.0 15.0 11.7 6.7 

<複数回答> 

急
病
に
な

っ
た
時
の
家
族
や 親

戚

へ
の
連
絡 急

病
に
な

っ
た
時
の
看
病 介

護
を
必
要
と
す
る
人
の 短

時
間
の
預
か
り 災

害
時
の
手
助
け 日

常
的
な
話
し
相
手 生

活
費
の
援
助 食

材
や
食
事
の
提
供 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答  

太宰府小学校区 

(N=67) 
34.3 11.9 11.9 43.3 11.9 11.9 9.0 0.0 11.9 6.0 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
33.3 5.1 12.8 51.3 10.3 0.0 5.1 0.0 10.3 7.7 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
37.2 14.0 23.3 46.5 11.6 7.0 7.0 0.0 4.7 9.3 

水城小学校区 

(N=69) 
36.2 7.2 14.5 55.1 2.9 5.8 8.7 2.9 5.8 7.2 

水城西小学校区 

(N=39) 
33.3 7.7 5.1 38.5 2.6 2.6 2.6 2.6 7.7 7.7 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
36.4 2.8 10.3 45.8 7.5 1.9 7.5 0.9 7.5 6.5 

国分小学校区 

(N=60) 
25.0 1.7 10.0 46.7 6.7 1.7 3.3 0.0 8.3 10.0 

 

 小学校区別にみると、太宰府南小学校区では「災害時の手助け」、それ以外の小学校区では

「安否確認の声かけ」の割合が高くなっています。 
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19.1 59.6

2.4

11.4

2.4 1.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい

隣近所の人とのつきあい�大切にしたい

地域の人や隣近所の人と�かかわりを持ちたくない

他人の協力�期待していない（自分のこと�自分でする）

興味関心がない

その他

不明・無回答

<単数回答>

21.1

18.3

53.9

63.1

3.4

1.6

11.3

11.9

2.5

2.4

1.5

0.8

6.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい

隣近所の人とのつきあい�大切にしたい

地域の人や隣近所の人と�かかわりを持ちたくない

他人の協力�期待していない（自分のこと�自分でする）

興味関心がない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

問９ 地域での人と人とのかかわりについて、あなたのお考えに近いものをお選びく

ださい。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「隣近所の人とのつきあいは大切にしたい」が 59.6％と最も高く、次いで「地域をよくす

る活動をみんなで協力し合って行いたい」が 19.1％、「他人の協力は期待していない（自分

のことは自分でする）」が 11.4％となっています。 

 

【その他回答】 

・地域の人とは、いつでも助け合うことのできる関係でいたい 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「隣近所の人とのつきあいは大切にしたい」の割合が最も高く、

女性が 63.1％、男性が 53.9％となっており、女性が男性を 9.2 ポイント上回っています。 
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16.7

18.9

20.3

19.4

20.8

17.4

22.9

53.3

52.8

55.9

65.7

58.5

63.0

56.3

0.0

7.5

1.7

0.0

1.9

1.1

6.3

13.3

11.3

16.9

9.0

14.2

9.8

6.3

10.0

7.5

1.7

1.5

0.9

0.0

2.1

3.3

1.9

0.0

0.0

0.0

2.2

2.1

3.3

0.0

3.4

4.5

3.8

6.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい

隣近所の人とのつきあい�大切にしたい

地域の人や隣近所の人と�かかわりを持ちたくない

他人の協力�期待していない（自分のこと�自分でする）

興味関心がない

その他

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、どの年代においても「隣近所の人とのつきあいは大切にしたい」の割合

が最も高くなっています。また、80 歳以上では「地域をよくする活動をみんなで協力し合

って行いたい」が 22.9％と他の年代と比較して高くなっています。一方、40 歳代では「他

人の協力は期待していない（自分のことは自分でする）」が 16.9％と、他の年代と比較して

高くなっています。 
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25.4

28.2

25.6

20.3

17.9

15.0

10.0

47.8

61.5

53.5

62.3

59.0

66.4

70.0

3.0

0.0

2.3

1.4

5.1

3.7

1.7

13.4

5.1

16.3

8.7

10.3

8.4

11.7

1.5

2.6

0.0

0.0

2.6

2.8

3.3

3.0

2.6

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

6.0

0.0

2.3

5.8

5.1

3.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい
隣近所の人とのつきあい�大切にしたい
地域の人や隣近所の人と�かかわりを持ちたくない
他人の協力�期待していない（自分のこと�自分でする）
興味関心がない
その他
不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「隣近所の人とのつきあいは大切にしたい」

の割合が高く、国分小学校区では 70.0％と他の小学校区と比較して高くなっています。また、

太宰府東小学校区では「地域をよくする活動をみんなで協力し合って行いたい」が 28.2％と

他の小学校区と比較して高くなっています。 
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64.1

46.5

39.1

6.2

13.5

39.8

8.8

12.7

11.8

9.2

1.1

1.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

自分や同居する家族の避難方法の確認

災害時の緊急の連絡方法を家族や

知り合い同士で話しておくこと

日ごろからの隣近所とのあいさつ、

声かけやつきあい

災害対策の学習会の開催

地域での避難訓練の実施

危険箇所の把握

地域における支援団体の組織づくり

避難の際に手助けが必要な人の把握

避難の際に手助けが必要な人に対する

情報伝達の体制づくり

避難の際に手助けが必要な人を

支援する人たちの把握

その他

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 10 地震や台風などの災害時の備えとして、どのようなことが重要だと思いますか。  

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分や同居する家族の避難方法の確認」が 64.1％と最も高く、次いで「災害時の緊急の

連絡方法を家族や知り合い同士で話しておくこと」が 46.5％、「危険箇所の把握」が 39.8％

となっています。 

 

【その他回答】 

・災害が起きても安心して住める街づくり 

・自治体からの正しく早い情報提供 

・全て重要 
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63.2

41.2

33.8

7.8

17.2

40.7

10.3

9.8

13.2

11.3

0.5

2.5

2.9

64.7

50.8

43.3

5.2

11.1

37.7

7.5

15.5

10.3

7.5

1.2

0.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

自分や同居する家族の避難方法の確認

災害時の緊急の連絡方法を家族や

知り合い同士で話しておくこと

日ごろからの隣近所とのあいさつ、

声かけやつきあい

災害対策の学習会の開催

地域での避難訓練の実施

危険箇所の把握

地域における支援団体の組織づくり

避難の際に手助けが必要な人の把握

避難の際に手助けが必要な人に対する

情報伝達の体制づくり

避難の際に手助けが必要な人を

支援する人たちの把握

その他

特にない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「自分や同居する家族の避難方法の確認」の割合が高くなって

います。また、「災害時の緊急の連絡方法を家族や知り合い同士で話しておくこと」、「日ごろ

からの隣近所とのあいさつ、声かけやつきあい」では、女性が男性を 9 ポイント以上、「危

険箇所の把握」では、男性が女性を 3.0 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

自
分
や
同
居
す
る
家
族
の
避
難
方
法
の 確

認 災
害
時
の
緊
急
の
連
絡
方
法
を
家
族
や 知

り
合
い
同
士
で
話
し
て
お
く
こ
と 日

ご
ろ
か
ら
の
隣
近
所
と
の
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
や
つ
き
あ
い 災

害
対
策
の
学
習
会
の
開
催 地

域
で
の
避
難
訓
練
の
実
施 危

険
箇
所
の
把
握 地

域
に
お
け
る
支
援
団
体
の
組
織
づ
く
り 避

難
の
際
に
手
助
け
が
必
要
な
人
の
把
握 避

難
の
際
に
手
助
け
が
必
要
な
人
に 対

す
る
情
報
伝
達
の
体
制
づ
く
り 避

難
の
際
に
手
助
け
が
必
要
な
人
を 支

援
す
る
人
た
ち
の
把
握 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 70.0 60.0 23.3 3.3 6.7 60.0 3.3 16.7 13.3 6.7 3.3 0.0 3.3 

30 歳代(N=53) 75.5 52.8 24.5 3.8 18.9 58.5 7.5 9.4 11.3 7.5 1.9 1.9 0.0 

40 歳代(N=59) 78.0 44.1 32.2 10.2 13.6 40.7 8.5 15.3 11.9 6.8 1.7 0.0 1.7 

50 歳代(N=67) 65.7 50.7 43.3 6.0 10.4 35.8 9.0 11.9 16.4 6.0 1.5 0.0 3.0 

60 歳代(N=106) 62.3 48.1 45.3 3.8 9.4 39.6 10.4 8.5 7.5 10.4 0.0 1.9 2.8 

70 歳代(N=92) 53.3 43.5 44.6 9.8 21.7 29.3 10.9 14.1 13.0 8.7 0.0 1.1 5.4 

80 歳以上(N=48) 52.1 31.3 43.8 4.2 12.5 22.9 6.3 20.8 10.4 18.8 0.0 4.2 2.1  
 年代別にみると、どの年代においても「自分や同居する家族の避難方法の確認」の割合が

最も高くなっています。また、20 歳代、30 歳代では「危険箇所の把握」が他の年代と比較

して高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 
<複数回答> 

自
分
や
同
居
す
る
家
族
の
避
難
方
法
の 確

認 災
害
時
の
緊
急
の
連
絡
方
法
を
家
族
や 知

り
合
い
同
士
で
話
し
て
お
く
こ
と 日

ご
ろ
か
ら
の
隣
近
所
と
の
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
や
つ
き
あ
い 災

害
対
策
の
学
習
会
の
開
催 地

域
で
の
避
難
訓
練
の
実
施 危

険
箇
所
の
把
握 地

域
に
お
け
る
支
援
団
体
の
組
織
づ
く
り 避

難
の
際
に
手
助
け
が
必
要
な
人
の
把
握 避

難
の
際
に
手
助
け
が
必
要
な
人
に 対

す
る
情
報
伝
達
の
体
制
づ
く
り 避

難
の
際
に
手
助
け
が
必
要
な
人
を 支

援
す
る
人
た
ち
の
把
握 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
58.2 44.8 31.3 6.0 10.4 43.3 6.0 14.9 14.9 11.9 1.5 3.0 4.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
64.1 48.7 43.6 0.0 10.3 35.9 15.4 10.3 17.9 23.1 2.6 2.6 0.0 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
65.1 48.8 39.5 7.0 11.6 30.2 9.3 14.0 4.7 7.0 0.0 0.0 2.3 

水城小学校区 

(N=69) 
69.6 47.8 36.2 8.7 20.3 42.0 10.1 11.6 13.0 7.2 0.0 0.0 2.9 

水城西小学校区 

(N=39) 
59.0 35.9 51.3 12.8 12.8 41.0 5.1 15.4 17.9 7.7 0.0 2.6 0.0 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
68.2 53.3 39.3 7.5 16.8 34.6 8.4 16.8 8.4 7.5 0.0 0.0 2.8 

国分小学校区 

(N=60) 
61.7 41.7 46.7 5.0 6.7 48.3 8.3 6.7 8.3 6.7 0.0 3.3 5.0  

小学校区別にみると、どの小学校区においても「自分や同居する家族の避難方法の確認」

の割合が最も高くなっています。  
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2.8 95.1 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

聞いたことがある 聞いたことがない 不明・無回答

<単数回答>

.

.

2.8 94.6 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

聞いたことがある 聞いたことがない 不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

問 11 あなたがお住まいの地域の出来事として、家族などによる虐待について耳にし

たことがありますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聞いたことがない」が 95.1％と９割を超えています。 

 

 

問 12 あなたがお住まいの地域の出来事として、夫婦間の暴力について耳にしたこと

がありますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聞いたことがない」が 94.6％と９割を超えています。 
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9.9

9.5

20.0

19.8

29.9

2.8

1.1

3.4

0.4

3.2

0% 10% 20% 30% 40%

近隣の人に連絡する

自治会の役員に連絡する

民生委員・児童委員に連絡する

市役所へ連絡する

警察へ連絡する

学校へ連絡する

直接自分で様子をみるため訪問する

かかわりたくないので何もしない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=465

 

問 13 もしあなたの周囲で、虐待が発生しているとあなた自身が思われたら、最初に

どのように対応しますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「警察へ連絡する」が 29.9％と最も高く、次いで「民生委員・児童委員に連絡する」が

20.0％、「市役所へ連絡する」が 19.8％となっています 

 

【その他回答】 

・家族に相談  

・わからない 
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5.9

11.3

15.7

19.6

34.3

2.9

1.0

3.4

0.5

5.4

13.5

7.9

23.0

20.6

26.2

2.4

0.8

3.6

0.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近隣の人に連絡する

自治会の役員に連絡する

民生委員・児童委員に連絡する

市役所へ連絡する

警察へ連絡する

学校へ連絡する

直接自分で様子をみるため訪問する

かかわりたくないので何もしない

その他

不明・無回答

男性(N=341) 女性(N=446)

<単数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、男女ともに「警察へ連絡する」の割合が最も高く、男性が 34.3％、女性は

26.2％と男性が女性より 8.1 ポイント上回っています。また、「近隣の人に連絡する」、「民

生委員・児童委員に連絡する」では、女性が男性より７ポイント以上、上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<単数回答> 

近
隣
の
人
に
連
絡
す
る 自

治
会
の
役
員
に
連
絡
す
る 民

生
委
員

・
児
童
委
員
に
連
絡
す
る 市

役
所

へ
連
絡
す
る 警

察

へ
連
絡
す
る 学

校

へ
連
絡
す
る 直

接
自
分
で
様
子
を
み
る
た
め 訪

問
す
る か

か
わ
り
た
く
な
い
の
で
何
も
し
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 10.0 6.7 3.3 10.0 40.0 6.7 6.7 6.7 3.3 6.7 

30 歳代(N=53) 3.8 3.8 5.7 32.1 41.5 3.8 1.9 5.7 0.0 1.9 

40 歳代(N=59) 5.1 0.0 18.6 37.3 28.8 5.1 1.7 3.4 0.0 0.0 

50 歳代(N=67) 10.4 6.0 20.9 22.4 29.9 4.5 0.0 1.5 0.0 4.5 

60 歳代(N=106) 13.2 11.3 18.9 17.9 30.2 1.9 0.0 2.8 0.9 2.8 

70 歳代(N=92) 8.7 14.1 30.4 13.0 26.1 0.0 0.0 2.2 0.0 5.4 

80 歳以上(N=48) 18.8 18.8 27.1 8.3 18.8 0.0 0.0 6.3 0.0 2.1 

 

 

年代別にみると、20 歳代、30 歳代、50 歳代、60 歳代では「警察へ連絡する」、40 歳

代では「市役所へ連絡する」、70 歳代、80 歳以上では「民生委員・児童委員に連絡する」

の割合が高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<単数回答> 

近
隣
の
人
に
連
絡
す
る 自

治
会
の
役
員
に
連
絡
す
る 民

生
委
員

・
児
童
委
員
に 連

絡
す
る 市

役
所

へ
連
絡
す
る 警

察

へ
連
絡
す
る 学

校

へ
連
絡
す
る 直

接
自
分
で
様
子
を
み
る
た
め 訪

問
す
る か

か
わ
り
た
く
な
い
の
で 何

も
し
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
7.5 9.0 22.4 14.9 31.3 4.5 0.0 3.0 0.0 7.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
15.4 10.3 17.9 25.6 28.2 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
14.0 11.6 18.6 25.6 18.6 7.0 0.0 2.3 0.0 2.3 

水城小学校区 

(N=69) 
8.7 4.3 24.6 24.6 29.0 4.3 0.0 1.4 0.0 2.9 

水城西小学校区 

(N=39) 
0.0 12.8 15.4 23.1 35.9 5.1 0.0 5.1 0.0 2.6 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
15.0 9.3 19.6 14.0 32.7 0.9 1.9 4.7 0.0 1.9 

国分小学校区 

(N=60) 
6.7 15.0 21.7 25.0 23.3 0.0 0.0 1.7 3.3 3.3 

 

小学校区別にみると、太宰府南小学校区、国分小学校区では「市役所へ連絡する」、それ以

外の小学校区では「警察へ連絡する」の割合が高くなっています。 
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16.8 55.1 17.2

2.6 1.3

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

積極的に声かけしたい できるだけ声かけしたい

声かけしたいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

16.2

17.5

51.5

57.5

20.1

14.7

3.4

2.0

1.0

1.6

7.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

積極的に声かけしたい できるだけ声かけしたい

声かけしたいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

問 14 認知症と思われる人がまちのなかで戸惑っている様子を見かけた時、あなた自

身はどのように対応したいと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できるだけ声かけしたい」が 55.1％と最も高く、次いで「声かけしたいができれば避け

たい」が 17.2％、「積極的に声かけしたい」が 16.8％となっています。 

 

【その他回答】 

・一人では声かけしにくいので、家族もしくは知人を呼んでから声かけする 

・声かけはせず警察に連絡する  

・外との接点がない 

・高齢のため（２） 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男女ともに「できるだけ声かけしたい」の割合が高く、女性が 57.5％、男

性が 51.5％と、女性が男性より 6.0 ポイント上回っています。また、「声かけしたいができ

れば避けたい」では、男性が女性より 5.4 ポイント上回っています。 
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20.0

11.3

15.3

19.4

14.2

20.7

18.8

36.7

54.7

54.2

59.7

64.2

51.1

47.9

23.3

24.5

18.6

11.9

11.3

18.5

20.8

6.7

1.9

5.1

3.0

1.9

1.1

2.1

0.0

5.7

0.0

0.0

0.9

1.1

2.1

13.3

1.9

6.8

6.0

7.5

7.6

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

積極的に声かけしたい できるだけ声かけしたい

声かけしたいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、どの年代においても「できるだけ声かけしたい」の割合が高くなってい

ます。また、70 歳代では「積極的に声かけしたい」が 20.7％と、他の年代と比較してやや

高くなっています。 
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19.4

17.9

16.3

14.5

10.3

21.5

10.0

43.3

64.1

44.2

62.3

66.7

58.9

58.3

20.9

12.8

32.6

15.9

10.3

10.3

20.0

6.0

2.6

0.0

0.0

0.0

1.9

1.7

0.0

2.6

2.3

1.4

2.6

0.0

0.0

10.4

0.0

4.7

5.8

10.3

7.5

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

積極的に声かけしたい できるだけ声かけしたい

声かけしたいができれば避けたい かかわりたくないので何もしない

その他 不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校区別にみると、どの小学校区においても「できるだけ声かけしたい」の割合が高く

なっています。また、太宰府西小学校区では「積極的に声かけしたい」が 21.5％と、他の小

学校区と比較して高くなっています。一方、太宰府小学校区では「かかわりたくないので何

もしない」が 6.0％と、他の小学校区と比較してやや高くなっています。 
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76.1 7.6

2.2

3.3

1.1

6.5 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=92)

対応の方法がわからないから 人とのかかわりが苦手だから

時間を割くのが惜しいから 他人の問題で自分に�関係ないから

興味関心がないから その他

不明・無回答

<単数回答>

 

※問 14 で「声かけしたいができれば避けたい」、「４ かかわりたくないので何もしな

い」と回答した人にうかがいます。 

問 14-１ そのように考えるのはどのような理由からですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「対応の方法がわからないから」が 76.1％と、約８割を占めています。 

 

【その他回答】 

・どのタイプの認知症かわからないので、子どもに危険があると嫌だから 

・危険なので 

・認知症はそう簡単ではないから 

・持病があるから 

・高齢のため 

・多忙のため 

・身内がしっかりしていないと戸惑うだけ 
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70.5

20.2

10.5

21.9

12.3

7.1

8.2

10.5

9.2

10.3

20.9

37.0

4.3

1.5

34.6

12.9

0.4

5.4

2.8

5.2

6.9

0% 20% 40% 60% 80%

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

子どもの短時間の預かり

買い物の手伝い

通院の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

家具の移動などの力仕事

草取りなどの庭・畑仕事

電球の交換や電化製品の簡単な修理

ごみ出しの手伝い

急病になった時の家族や親戚への連絡

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

災害時の手助け

日常的な話し相手

生活費の援助

食材や食事の提供

その他

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 15 あなたの身近なところで、困っている人がいた場合、あなた自身はどのような

支援ができると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安否確認の声かけ」が 70.5％と最も高く、次いで「急病になった時の家族や親戚への連

絡」が 37.0％、「災害時の手助け」が 34.6％となっています。 

 

【その他回答】 

・求められて時間があれば何でもしたいと思っている 

・自分にできる事はする 

・状況に応じて対応を考えたい  

・医療用装具の付け方  

・警察への連絡 

・自治体等への連絡 

・高齢のため困難（３） 
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70.6

16.7

8.3

15.7

10.3

2.5

6.9

16.2

9.8

14.7

18.1

33.8

2.9

0.5

42.6

10.3

0.5

3.4

1.0

5.4

7.4

71.0

22.6

11.9

27.0

14.3

10.7

9.5

6.3

8.3

6.7

22.2

39.3

5.6

2.4

28.6

15.1

0.4

6.7

4.4

5.2

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認の声かけ

心配ごとなどの相談相手

子どもの短時間の預かり

買い物の手伝い

通院の手伝い

家事の手伝い

外出の手伝い

家具の移動などの力仕事

草取りなどの庭・畑仕事

電球の交換や電化製品の簡単な修理

ごみ出しの手伝い

急病になった時の家族や親戚への連絡

急病になった時の看病

介護を必要とする人の短時間の預かり

災害時の手助け

日常的な話し相手

生活費の援助

食材や食事の提供

その他

特にない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男女ともに「安否確認の声かけ」の割合が高くなっています。また、「災害

時の手助け」では男性が女性より 14.0 ポイント、「買い物の手伝い」では女性が男性より

11.3 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

安
否
確
認
の
声
か
け 心

配
ご
と
な
ど
の
相
談
相
手 子

ど
も
の
短
時
間
の
預
か
り 買

い
物
の
手
伝
い 通

院
の
手
伝
い 家

事
の
手
伝
い 外

出
の
手
伝
い 家

具
の
移
動
な
ど
の
力
仕
事 草

取
り
な
ど
の
庭

・
畑
仕
事 電

球
の
交
換
や
電
化
製
品
の 簡

単
な
修
理 ご

み
出
し
の
手
伝
い 

20 歳代(N=63) 63.3 30.0 10.0 33.3 13.3 10.0 10.0 26.7 13.3 20.0 30.0 

30 歳代(N=127) 71.7 18.9 11.3 20.8 11.3 5.7 7.5 11.3 11.3 7.5 22.6 

40 歳代(N=142) 74.6 20.3 15.3 22.0 11.9 13.6 8.5 20.3 10.2 11.9 20.3 

50 歳代(N=104) 77.6 14.9 13.4 26.9 17.9 9.0 16.4 14.9 11.9 11.9 29.9 

60 歳代(N=176) 73.6 20.8 10.4 27.4 17.0 8.5 7.5 6.6 9.4 11.3 18.9 

70 歳代(N=140) 69.6 20.7 7.6 15.2 6.5 3.3 7.6 5.4 5.4 7.6 18.5 

80 歳代以上(N=35) 56.3 18.8 4.2 10.4 6.3 0.0 0.0 2.1 4.2 6.3 4.2 

<複数回答> 

急
病
に
な

っ
た
時
の
家
族
や 親

戚

へ
の
連
絡 急

病
に
な

っ
た
時
の
看
病 介

護
を
必
要
と
す
る
人
の 短

時
間
の
預
か
り 災

害
時
の
手
助
け 日

常
的
な
話
し
相
手 生

活
費
の
援
助 食

材
や
食
事
の
提
供 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答  

20 歳代(N=63) 43.3 0.0 0.0 46.7 26.7 0.0 3.3 0.0 3.3 10.0 

30 歳代(N=127) 35.8 5.7 1.9 43.4 7.5 0.0 7.5 3.8 3.8 9.4 

40 歳代(N=142) 37.3 3.4 0.0 40.7 10.2 0.0 1.7 5.1 10.2 6.8 

50 歳代(N=104) 41.8 7.5 3.0 43.3 11.9 1.5 7.5 1.5 4.5 3.0 

60 歳代(N=176) 36.8 3.8 1.9 34.9 13.2 0.0 5.7 0.9 2.8 4.7 

70 歳代(N=140) 33.7 6.5 0.0 28.3 13.0 1.1 6.5 3.3 3.3 9.8 

80 歳代以上(N=35) 33.3 0.0 4.2 10.4 14.6 0.0 2.1 6.3 12.5 6.3 

 

年代別にみると、どの年代においても「安否確認の声かけ」の割合が高くなっています。

また、20 歳代では「災害時の手助け」が 46.7％と他の年代と比較して高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

安
否
確
認
の
声
か
け 心

配
ご
と
な
ど
の
相
談
相
手 子

ど
も
の
短
時
間
の
預
か
り 買

い
物
の
手
伝
い 通

院
の
手
伝
い 家

事
の
手
伝
い 外

出
の
手
伝
い 家

具
の
移
動
な
ど
の
力
仕
事 草

取
り
な
ど
の
庭

・
畑
仕
事 電

球
の
交
換
や
電
化
製
品
の 簡

単
な
修
理 ご

み
出
し
の
手
伝
い 

太宰府小学校区 

(N=67) 
62.7 14.9 7.5 25.4 11.9 4.5 13.4 19.4 13.4 10.4 23.9 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
74.4 23.1 7.7 15.4 5.1 2.6 5.1 10.3 5.1 10.3 5.1 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
58.1 16.3 11.6 16.3 14.0 4.7 9.3 2.3 2.3 2.3 14.0 

水城小学校区 

(N=69) 
78.3 15.9 13.0 23.2 8.7 8.7 4.3 7.2 7.2 5.8 18.8 

水城西小学校区 

(N=39) 
82.1 12.8 7.7 5.1 5.1 2.6 2.6 7.7 5.1 2.6 23.1 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
72.9 25.2 12.1 30.8 15.0 8.4 7.5 11.2 8.4 11.2 19.6 

国分小学校区 

(N=60) 
73.3 21.7 13.3 23.3 18.3 13.3 11.7 11.7 16.7 20.0 35.0 

<複数回答> 

急
病
に
な

っ
た
時
の
家
族
や 親

戚

へ
の
連
絡 急

病
に
な

っ
た
時
の
看
病 介

護
を
必
要
と
す
る
人
の 短

時
間
の
預
か
り 災

害
時
の
手
助
け 日

常
的
な
話
し
相
手 生

活
費
の
援
助 食

材
や
食
事
の
提
供 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答  

太宰府小学校区 

(N=67) 
31.3 3.0 1.5 43.3 10.4 1.5 7.5 3.0 6.0 7.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
53.8 10.3 2.6 43.6 12.8 0.0 0.0 5.1 5.1 5.1 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
44.2 2.3 2.3 32.6 11.6 0.0 2.3 4.7 4.7 14.0 

水城小学校区 

(N=69) 
36.2 4.3 0.0 37.7 8.7 0.0 2.9 0.0 2.9 8.7 

水城西小学校区 

(N=39) 
30.8 2.6 0.0 35.9 10.3 0.0 0.0 2.6 5.1 2.6 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
37.4 5.6 0.0 29.0 15.0 0.9 7.5 1.9 7.5 3.7 

国分小学校区 

(N=60) 
36.7 3.3 5.0 30.0 20.0 0.0 11.7 0.0 1.7 6.7 

 

小学校区別にみると、どの小学校区においても「安否確認の声かけ」の割合が高くなってい

ます。 
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16.8 27.5 48.0 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

現在活動している

過去に活動したことがあるが、現在�活動していない

活動したことがない

不明・無回答

<単数回答>

17.2

15.5

20.6

33.3

53.4

44.0

8.8

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

現在活動している

過去に活動したことがあるが、現在�活動していない

活動したことがない

不明・無回答

<単数回答>

 

４．地域活動やボランティア活動について 
 

問 16 あなたは現在、自治会や子ども会、長寿クラブ（老人クラブ）の活動など、地

域活動をしていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活動したことがない」が 48.0％、「過去に活動したことがあるが、現在は活動していな

い」が 27.5％、「現在活動している」が 16.8％となっています。 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男女ともに「活動したことがない」の割合が高く、男性が 53.4％、女性は

44.0％と男性が女性より 9.4 ポイント上回っています。 
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0.0

11.3

22.0

11.9

13.2

26.1

18.8

36.7

7.5

20.3

38.8

31.1

27.2

31.3

53.3

77.4

52.5

41.8

45.3

38.0

43.8

10.0

3.8

5.1

7.5

10.4

8.7

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

現在活動している

過去に活動したことがあるが、現在�活動していない

活動したことがない

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、どの年代においても「活動したことがない」の割合が高く、30 歳代で

は 77.4％と他の年代と比較して高くなっています。また、70 歳代では「現在活動している」

が 26.1％と、他の年代と比較してやや高くなっています。 
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16.4

10.3

30.2

14.5

12.8

16.8

15.0

25.4

28.2

14.0

21.7

30.8

39.3

35.0

52.2

48.7

44.2

59.4

48.7

34.6

41.7

6.0

12.8

11.6

4.3

7.7

9.3

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

現在活動している

過去に活動したことがあるが、現在�活動していない

活動したことがない

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校区別にみると、太宰府西小学校区では「過去に活動したことがあるが、現在は活動

していない」が、その他の小学校区では「活動したことがない」の割合が高くなっています。 
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9.0

57.7

20.5

20.5

6.4

11.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

校区自治協議会の活動

自治会の活動

子ども会・ＰＴＡの活動

長寿クラブ（老人クラブ）の活動

消防団の活動

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=78

35.9 10.3 15.4 30.8

0.0 3.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=78)

地域での支え合い 隣近所とのふれあいを求めて

自分自身の勉強や意識の向上 役回りなどで仕方なく

ただなんとなく その他

不明・無回答

<単数回答>

 

※問 16 で「１ 現在活動している」と回答した人にうかがいます。 

問 16-1 どんな活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自治会の活動」が 57.7％と約６割を占めています。次いで「子ども会・PTA の活動」、

「長寿クラブ（老人クラブ）の活動」が 20.5％となっています。 

 

【その他回答】 

・隣組長  ・子どもスポーツクラブ指導  ・アンビシャス  ・ひまわり会 

・防犯、防火環境ボランティア  ・視覚障がい者への朗読活動 ・県障害者スポーツ指導員 

・任意のボランティア団体    ・剣道の指導 

 

問 16-2 どのような目的で活動していますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域での支え合い」が 35.9％と最も高く、次いで「役回りなどで仕方なく」が 30.8％、

「自分自身の勉強や意識の向上」が 15.4％となっています。 

 

【その他回答】 

・交流が良くなるように 
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28.2

3.4

4.8

10.0

7.7

2.3

9.7

2.0

1.1

6.3

0.6

4.0

4.6

10.0

5.4

0% 10% 20% 30% 40%

勤務などの都合で機会がない

引越して間もない

活動の方法がわからない

時間がない

興味がない

活動内容が大変だから

体調がすぐれない

知り合いがいない

いやな思いをしたくない

役が回ってこない

家の人が気にする

自信がない

自治会に入っていない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=351

 

※問 16 で「２ 過去に活動したことがあるが、現在は活動していない」、「３ 活動し

たことがない」と回答した人にうかがいます。 

問 16-3 現在活動していない理由は何ですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「勤務などの都合で機会がない」が 28.2％と最も高く、次いで「時間がない」が 10.0％、

「体調がすぐれない」が 9.7％となっています。 

 

【その他回答】 

・高齢のため（６） ・入院中のため（２） ・持病があるから ・介護があるため（３）   

・家族に障害者がいるため  ・子どもが大きくなったから（４） ・家族に対象者がいない（２） 

・長い間身内の介護をしていたため、今はゆっくりと過ごしたい 

・老人会が解散した  ・いろんな事があり自治会を退会したいが、退会させてもらえない 

・当番ではない（２）  ・交代制のため（夜間パトロール）  ・輪番制のため 

・対象時期ではない  ・特に理由はない 
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7.3 26.0 23.0 31.0 6.9 5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

現在参加している

以前に参加したことがあるが、現在参加していない

まったく参加したこと�ないが、今後参加したい

まったく参加したこと�なく、今後も参加したいと�思わない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

問 17 あなたは、問 16 のような地域での活動以外に、個人的にボランティア活動に参

加したことがありますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」が 31.0％と最も高く、

次いで「以前に参加したことがあるが、現在参加していない」が 26.0％、「まったく参加し

たことはないが、今後参加したい」が 23.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・時間が取れるようになったら参加したい 

・内容により関心があれば参加したい 

・昨年までＮＰＯ法人の理事長を 11 年勤めました 

・体調が良ければ参加したいが自信がない 

・時間的に余裕ができて、その時の家族の状況を見なければわからない 

・高齢のため困難（４）  

・介護のため困難（２） 

・家事、その他病院通いで時間がない 

・仕事に追われ時間に余裕がない  

・自分のことで精一杯 

・病気のため何もできない  

・参加できそうなものがない 
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5.9

7.9

26.5

26.2

26.5

19.4

33.8

29.4

2.5

10.7

4.9

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

現在参加している

以前に参加したことがあるが、現在参加していない

まったく参加したこと�ないが、今後参加したい

まったく参加したこと�なく、今後も参加したいと�思わない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、男女ともに「まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わな

い」の割合が高くなっています。また、「まったく参加したことはないが、今後参加したい」

では、男性が 26.5％、女性は 19.4％と男性が女性を 7.1 ポイント上回っています。 
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6.7

0.0

8.5

6.0

10.4

9.8

2.1

33.3

17.0

23.7

31.3

22.6

27.2

35.4

23.3

22.6

27.1

25.4

27.4

16.3

12.5

23.3

49.1

28.8

31.3

27.4

31.5

29.2

3.3

7.5

6.8

4.5

8.5

7.6

8.3

10.0

3.8

5.1

1.5

3.8

7.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

現在参加している

以前に参加したことがあるが、現在参加していない

まったく参加したこと�ないが、今後参加したい

まったく参加したこと�なく、今後も参加したいと�思わない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、60 歳代では「現在参加している」が 10.4％と、他の年代と比較してや

や高くなっています。また、30 歳代では「まったく参加したことはなく、今後も参加した

いとは思わない」が 49.1％と、他の年代と比較して高くなっています。 
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7.5

5.1

9.3

0.0

10.3

13.1

3.3

28.4

25.6

23.3

27.5

17.9

25.2

36.7

13.4

33.3

20.9

30.4

17.9

25.2

16.7

37.3

17.9

34.9

24.6

35.9

26.2

36.7

3.0

10.3

7.0

13.0

10.3

5.6

5.0

10.4

7.7

4.7

4.3

7.7

4.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

現在参加している
以前に参加したことがあるが、現在参加していない
まったく参加したこと�ないが、今後参加したい
まったく参加したこと�なく、今後も参加したいと�思わない
その他
不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、太宰府西小学校区では「現在参加している」が 13.1％と、他の小学

校区と比較してやや高くなっています。また、太宰府小学校区では「まったく参加したこと

はなく、今後も参加したいとは思わない」が 37.3％と、他の小学校区と比較してやや高くな

っています。 

 

 

 

 

 



69 

14.8

28.4

8.4

14.4

18.5

19.8

4.3

32.3

4.5

0% 20% 40% 60%

児童福祉・子育て支援（子育て相談や

子育てサークル支援 など）

高齢者福祉（声かけ・見守り活動、ごみ出し

などの生活支援、サロンの支援 など）

障がい福祉（手話や音読・点字訳、

外出支援、施設訪問 など）

青少年健全育成（登下校時の子どもの

見守り、子ども会などへの協力 など）

健康づくり（健康運動教室等の

運営協力 など）

防災・防犯（地域防災・防犯活動 など）

その他

参加したくない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 18 あなたは、今後、次のような福祉にかかわる地域活動やボランティア活動など

に参加したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「参加したくない」が 32.3％と最も高く、次いで「高齢者福祉（声かけ・見守り活動、ご

み出しなどの生活支援、サロン支援 など）」が 28.4％、「防災・防犯（地域防災・防犯活動 

など）」が 19.8％となっています。 

 

【その他回答】 

・お年寄りが好きなので、サロン等でお話し相手をしたい 

・高齢者の話し相手 

・慰問 

・町の美化 

・時間など合えば 

・高齢のためできない（５） 

・参加できない状況   
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11.8

22.5

7.8

15.7

21.6

28.4

3.9

31.4

3.9

17.5

32.9

8.7

13.1

16.3

12.3

4.8

33.7

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

児童福祉・子育て支援（子育て相談や

子育てサークル支援 など）

高齢者福祉（声かけ・見守り活動、ごみ出し

などの生活支援、サロンの支援 など）

障がい福祉（手話や音読・点字訳、

外出支援、施設訪問 など）

青少年健全育成（登下校時の子どもの

見守り、子ども会などへの協力 など）

健康づくり（健康運動教室等の

運営協力 など）

防災・防犯（地域防災・防犯活動 など）

その他

参加したくない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「参加したくない」の割合が最も高くなっています。また「高

齢者福祉（声かけ・見守り活動、ごみ出しなどの生活支援、サロンの支援 など）」では、女

性が 32.9％、男性は 22.5％と女性が男性を 10.4 ポイント、「防災・防犯（地域防災・防

犯活動 など）」では、男性が 28.4％、女性は 12.3％と男性が女性を 16.1 ポイント上回

っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

児
童
福
祉

・
子
育
て
支
援

（子
育
て 相

談
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援 
な
ど
）

高
齢
者
福
祉

（声
か
け

・
見
守
り
活
動
、

ご
み
出
し
な
ど
の
生
活
支
援
、 サ

ロ
ン
の
支
援 
な
ど
） 障

が
い
福
祉

（手
話
や
音
読

・
点
字
訳
、

外
出
支
援
、
施
設
訪
問 
な
ど
） 青

少
年
健
全
育
成

（登
下
校
時
の
子
ど
も

の
見
守
り
、
子
ど
も
会
な
ど

へ
の
協
力 な

ど
） 健

康
づ
く
り

（健
康
運
動
教
室
等
の 運

営
協
力 
な
ど
） 防

災

・
防
犯

（地
域
防
災

・
防
犯
活
動 な

ど
） そ

の
他 参

加
し
た
く
な
い 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 26.7 30.0 16.7 20.0 13.3 23.3 0.0 36.7 3.3 

30 歳代(N=53) 32.1 18.9 9.4 17.0 15.1 26.4 3.8 39.6 0.0 

40 歳代(N=59) 25.4 25.4 5.1 23.7 10.2 18.6 1.7 35.6 1.7 

50 歳代(N=67) 17.9 41.8 14.9 14.9 20.9 19.4 1.5 22.4 4.5 

60 歳代(N=106) 11.3 30.2 8.5 12.3 24.5 17.0 4.7 32.1 4.7 

70 歳代(N=92) 2.2 26.1 4.3 12.0 19.6 22.8 6.5 30.4 6.5 

80 歳以上(N=48) 4.2 22.9 4.2 2.1 18.8 10.4 10.4 39.6 10.4 

 

 50 歳代では「高齢者福祉（声かけ・見守り活動、ごみ出しなどの生活支援、サロンの支

援 など）」の割合が高く、その他の年代では「参加したくない」の割合が最も高くなってい

ます。また、「児童福祉・子育て支援（子育て相談や子育てサークル支援 など）」では、20

歳代から 40 歳代で他の年代と比較して高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

児
童
福
祉

・
子
育
て
支
援

（子
育
て 相

談
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援 
な
ど
）

高
齢
者
福
祉

（声
か
け

・
見
守
り
活
動
、

ご
み
出
し
な
ど
の
生
活
支
援
、 サ

ロ
ン
の
支
援 
な
ど
） 障

が
い
福
祉

（手
話
や
音
読

・
点
字
訳
、

外
出
支
援
、
施
設
訪
問 
な
ど
） 青

少
年
健
全
育
成

（登
下
校
時
の
子
ど
も

の
見
守
り
、
子
ど
も
会
な
ど

へ
の
協
力 な

ど
） 健

康
づ
く
り

（健
康
運
動
教
室
等
の 運

営
協
力 
な
ど
） 防

災

・
防
犯

（地
域
防
災

・
防
犯
活
動 な

ど
） そ

の
他 参

加
し
た
く
な
い 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
13.4 25.4 10.4 13.4 20.9 22.4 1.5 40.3 3.0 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
15.4 28.2 0.0 15.4 15.4 28.2 10.3 12.8 5.1 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
20.9 27.9 9.3 16.3 23.3 23.3 2.3 37.2 0.0 

水城小学校区 

(N=69) 
17.4 26.1 10.1 15.9 26.1 17.4 0.0 29.0 7.2 

水城西小学校区 

(N=39) 
12.8 17.9 10.3 7.7 23.1 17.9 5.1 30.8 5.1 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
13.1 37.4 6.5 20.6 15.0 22.4 4.7 30.8 1.9 

国分小学校区 

(N=60) 
11.7 30.0 11.7 10.0 16.7 11.7 6.7 36.7 11.7 

 

 小学校区別にみると、太宰府東小学校区、太宰府西小学校区では「高齢者福祉（声かけ・

見守り活動、ごみ出しなどの生活支援、サロン支援 など）」の割合が高く、その他の小学校

区では「参加したくない」の割合が高くなっています。また、太宰府東小学校区では「防災・

防犯（地域防災・防犯活動 など）」の割合も高くなっています。 
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5.3

38.0

2.7

2.0

3.3

4.7

0.0

5.3

27.3

7.3

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

福祉活動に関心がないから

時間的に余裕がないから

気恥ずかしいから

活動に関する情報がないから

一緒に参加する仲間がいないから

参加するきっかけがないから

家族の理解が得られないから

活動に活かせるものがないから

健康上の理由で難しいから

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=150

 

※問 18 で「８ 参加したくない」と回答した人にうかがいます。 

問 18-1 参加したくないのはなぜですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「時間に余裕がないから」が 38.0％と最も高く、次いで「健康上の理由で難しいから」が

27.3％、「福祉活動に関心がないから」、「活動に活かせるものがないから」が 5.3％となっ

ています。 

 

【その他回答】 

・高齢のため（５）  

・自分自身および家族の事でいっぱいだから 

・介護をしている 

・それどころではない   

・人づきあいが苦手 

・団体行動が苦手 

・ボランティアだから 
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28.6

25.2

16.3

23.7

28.6

23.4

32.9

17.4

16.8

1.9

4.3

8.4

0% 10% 20% 30% 40%

地域における福祉活動の意義と重要性を

もっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動拠点となる

場所を整備する

地域における福祉活動の活動費や運営費などの

資金的な援助を行う

地域における福祉活動の担い手づくりをすすめる

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の

充実を図る

困っている人と支援できる人をつなぐ

人材を育成する

地域における福祉活動に関する情報を

得やすくする

地域における福祉活動に住民の参加を

促す取り組みをすすめる

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

その他

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 19 今後、地域における支え合いや助け合いの活動を活発にしていくことが大切に

なってきます。そのためには、どのようなことが重要だと思いますか。（○は３

つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域における福祉活動に関する情報を得やすくする」が 32.9％と最も高く、次いで「地

域における福祉活動の意義と重要性をもっと PR する」、「福祉活動の相談・指導を担当する

専門職員の充実を図る」が 28.6％となっています。 

 

【その他回答】 

・自分が人に迷惑をかけないよう、自分の事は自分でできるように頑張っている 

・会社の理解 

・行政が重要性をＰＲする   

・行政の積極的な関与 

・役所の職員が土日、夜も仕事をする 
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31.9

28.4

19.1

25.0

28.4

16.2

27.5

19.1

17.2

1.0

5.9

7.8

26.2

22.6

14.3

22.2

29.0

29.4

37.7

15.9

16.3

2.0

3.2

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における福祉活動の意義と

重要性をもっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動拠点

となる場所を整備する

地域における福祉活動の活動費や

運営費などの資金的な援助を行う

地域における福祉活動の

担い手づくりをすすめる

福祉活動の相談・指導を担当する

専門職員の充実を図る

困っている人と支援できる人をつなぐ

人材を育成する

地域における福祉活動に関する

情報を得やすくする

地域における福祉活動に住民の参加を

促す取り組みをすすめる

学校教育や社会教育での

福祉教育を充実する

その他

特にない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男性では「地域における福祉活動の意義と重要性をもっと PR する」が

31.9％と女性を 5.7 ポイント、女性では「地域における福祉活動に関する情報を得やすくす

る」が 37.7％と男性を 10.2 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
意
義
と 重

要
性
を
も

っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る 地

域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動 拠

点
と
な
る
場
所
を
整
備
す
る 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
活
動
費
や 運

営
費
な
ど
の
資
金
的
な
援
助
を
行
う 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
担
い
手 づ

く
り
を
す
す
め
る 福

祉
活
動
の
相
談

・
指
導
を
担
当
す
る 専

門
職
員
の
充
実
を
図
る 困

っ
て
い
る
人
と
支
援
で
き
る
人
を つ

な
ぐ
人
材
を
育
成
す
る 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
関
す
る 情

報
を
得
や
す
く
す
る 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
住
民
の 参

加
を
促
す
取
り
組
み
を
す
す
め
る 学

校
教
育
や
社
会
教
育
で
の
福
祉 教

育
を
充
実
す
る そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 26.7 36.7 16.7 23.3 33.3 20.0 36.7 13.3 20.0 3.3 3.3 6.7 

30 歳代(N=53) 26.4 24.5 13.2 18.9 35.8 24.5 39.6 11.3 18.9 1.9 1.9 7.5 

40 歳代(N=59) 23.7 23.7 22.0 8.5 28.8 25.4 39.0 13.6 22.0 5.1 5.1 8.5 

50 歳代(N=67) 34.3 23.9 19.4 20.9 38.8 20.9 47.8 16.4 22.4 0.0 1.5 4.5 

60 歳代(N=106) 24.5 31.1 19.8 27.4 23.6 28.3 32.1 20.8 12.3 0.9 4.7 4.7 

70 歳代(N=92) 33.7 26.1 10.9 29.3 23.9 17.4 22.8 25.0 10.9 1.1 4.3 13.0 

80 歳以上(N=48) 29.2 8.3 12.5 29.2 25.0 25.0 18.8 10.4 18.8 0.0 10.4 14.6 

 

 年代別にみると、20 歳代から 60 歳代では「地域における福祉活動に関する情報を得やす

くする」、70 歳代、80 歳以上では「地域における福祉活動の意義と重要性をもっと PR す

る」の割合が高くなっています。また、20 歳代では「地域でボランティアなどの活動拠点

となる場所を整備する」、80 歳以上では「地域における福祉活動の担い手づくりをすすめる」

の割合が高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
意
義
と 重

要
性
を
も

っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る 地

域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動 拠

点
と
な
る
場
所
を
整
備
す
る 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
活
動
費
や 運

営
費
な
ど
の
資
金
的
な
援
助
を
行
う 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
担
い
手 づ

く
り
を
す
す
め
る 福

祉
活
動
の
相
談

・
指
導
を
担
当
す
る 専

門
職
員
の
充
実
を
図
る 困

っ
て
い
る
人
と
支
援
で
き
る
人
を つ

な
ぐ
人
材
を
育
成
す
る 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
関
す
る 情

報
を
得
や
す
く
す
る 地

域
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
住
民
の 参

加
を
促
す
取
り
組
み
を
す
す
め
る 学

校
教
育
や
社
会
教
育
で
の
福
祉 教

育
を
充
実
す
る そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
31.3 28.4 14.9 26.9 29.9 19.4 37.3 19.4 10.4 3.0 6.0 6.0 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
25.6 25.6 15.4 28.2 28.2 33.3 25.6 28.2 12.8 2.6 2.6 10.3 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
20.9 16.3 20.9 23.3 32.6 27.9 30.2 18.6 18.6 2.3 4.7 7.0 

水城小学校区 

(N=69) 
29.0 27.5 13.0 26.1 30.4 29.0 33.3 17.4 18.8 0.0 2.9 10.1 

水城西小学校区 

(N=39) 
38.5 30.8 7.7 12.8 28.2 10.3 30.8 15.4 10.3 0.0 5.1 10.3 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
27.1 25.2 16.8 27.1 22.4 28.0 32.7 19.6 19.6 0.9 2.8 7.5 

国分小学校区 

(N=60) 
28.3 25.0 23.3 23.3 35.0 16.7 35.0 6.7 23.3 0.0 5.0 10.0 

 

 小学校区別にみると、太宰府小学校区、水城小学校区、太宰府西小学校区では「地域にお

ける福祉活動に関する情報を得やすくする」、太宰府東小学校区では「困っている人と支援で

きる人をつなぐ人材を育成する」、太宰府南小学校区では「福祉活動の相談・指導を担当する

専門職員の充実を図る」、水城西小学校区では「地域における福祉活動の意義と重要性をもっ

と PR する」の割合が高くなっています。国分小学校区では「福祉活動の相談・指導を担当

する専門職員の充実を図る」、「地域における福祉活動に関する情報を得やすくする」の割合

が高くなっています。 
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10.3

11.4

20.2

10.8

23.7

11.0

20.6

9.5

3.7

7.7

0% 10% 20% 30%

民生委員・児童委員

ケアマネジャーやホームヘルパー

家族や親戚

近所の人

友人・知人

職場などの同僚

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

５．福祉サービスについて 
 

問 20 あなたは、現在、「福祉サービス」に関する情報について、誰から、どんな媒体

から、どこの施設から入手していますか。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「友人・知人」が 23.7％と最も高く、次いで「情報を得る方法がわからない」が 20.6％、

「家族や親戚」が 20.2％となっています。 

 

【その他回答】 

・町内会の会長 

・長寿クラブ 

・障害者施設（福祉の仕事をしているので） 

・病院の先生 

・病院の患者支援センターの人 

・通っている施設の人 

・サークル 

・嫁にまかせている 

・気にしたことがない   

   

  

誰誰誰誰から？から？から？から？ 
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9.3

9.8

19.1

11.3

18.6

9.3

23.5

10.8

4.4

9.8

11.1

12.3

21.4

9.9

27.4

12.7

18.7

7.9

3.2

5.6

0% 10% 20% 30% 40%

民生委員・児童委員

ケアマネジャーやホームヘルパー

家族や親戚

近所の人

友人・知人

職場などの同僚

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男性では「情報を得る方法がわからない」が 23.5％と女性を 4.8 ポイン

ト、女性では「友人・知人」が 27.4％と男性を 8.8 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

民
生
委
員

・
児
童
委
員 ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 家

族
や
親
戚 近

所
の
人 友

人

・
知
人 職

場
な
ど
の
同
僚 情

報
を
得
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い 情

報
を
得
る
必
要
が
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 0.0 3.3 33.3 3.3 23.3 23.3 26.7 3.3 0.0 3.3 

30 歳代(N=53) 9.4 7.5 32.1 1.9 11.3 15.1 35.8 9.4 1.9 5.7 

40 歳代(N=59) 0.0 1.7 22.0 5.1 20.3 23.7 16.9 16.9 8.5 6.8 

50 歳代(N=67) 4.5 9.0 20.9 6.0 28.4 16.4 19.4 11.9 4.5 7.5 

60 歳代(N=106) 11.3 14.2 13.2 17.0 18.9 7.5 27.4 7.5 2.8 7.5 

70 歳代(N=92) 19.6 9.8 18.5 16.3 35.9 3.3 12.0 6.5 2.2 9.8 

80 歳以上(N=48) 16.7 31.3 16.7 12.5 20.8 0.0 8.3 8.3 6.3 8.3  
 年代別にみると、20 歳代では「家族や親戚」、30 歳代、60 歳代では「情報を得る方法が

わからない」、40 歳代では「職場などの同僚」、50 歳代、70 歳代では「友人・知人」、80

歳以上では「ケアマネジャーやホームヘルパー」の割合が高くなっています。  
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

民
生
委
員

・
児
童
委
員 ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 家

族
や
親
戚 近

所
の
人 友

人

・
知
人 職

場
な
ど
の
同
僚 情

報
を
得
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い 情

報
を
得
る
必
要
が
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
11.9 7.5 22.4 10.4 23.9 10.4 14.9 17.9 6.0 7.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
10.3 17.9 30.8 12.8 38.5 12.8 15.4 5.1 2.6 5.1 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
11.6 16.3 16.3 20.9 9.3 4.7 23.3 4.7 9.3 7.0 

水城小学校区 

(N=69) 
4.3 8.7 14.5 4.3 31.9 13.0 18.8 10.1 4.3 11.6 

水城西小学校区 

(N=39) 
5.1 17.9 25.6 17.9 17.9 0.0 28.2 5.1 2.6 7.7 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
11.2 6.5 19.6 11.2 27.1 15.0 23.4 6.5 1.9 3.7 

国分小学校区 

(N=60) 
13.3 10.0 21.7 5.0 16.7 11.7 23.3 8.3 3.3 10.0 

 

 小学校区別にみると、太宰府小学校区、太宰府東小学校区、水城小学校区、太宰府西小学

校区では「友人・知人」、太宰府南小学校区、水城西小学校区、国分小学校区では「情報を得

る方法がわからない」の割合が高くなっています。 
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34.4

53.1

10.3

4.7

15.9

15.9

8.0

4.3

0.9

8.6

0% 20% 40% 60%

自治会の回覧板

広報だざいふ

社協だより（ふくしのひろば）

窓口などにあるチラシ・パンフレット

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=465

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「広報だざいふ」が 53.1％と最も高く、次いで「自治会の回覧板」が 34.4％、「新聞・

雑誌・テレビ・ラジオ」、「インターネット」が 15.9％となっています。 

 
【その他回答】 
・気にしたことがない 

どんなどんなどんなどんな媒体媒体媒体媒体かかかから？ら？ら？ら？ 
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35.3

49.0

9.8

2.9

11.8

18.1

11.8

5.4

0.5

8.3

32.9

55.6

11.1

6.0

19.8

14.3

5.2

3.2

1.2

9.1

0% 20% 40% 60%

自治会の回覧板

広報だざいふ

社協だより（ふくしのひろば）

窓口などにあるチラシ・パンフレット

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「広報だざいふ」が最も高く、女性が 55.6％、男性は 49.0％

と女性が男性を 6.6 ポイント上回っています。また、「情報を得る方法がわからない」では、

男性が 11.8％、女性は 5.2％と男性が女性を 6.6 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

自
治
会
の
回
覧
板 広

報
だ
ざ
い
ふ 社

協
だ
よ
り

（ふ
く
し
の
ひ
ろ
ば
） 窓

口
な
ど
に
あ
る
チ
ラ
シ

・ パ
ン
フ
レ
ッ
ト 新

聞

・
雑
誌

・
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 情

報
を
得
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い 情

報
を
得
る
必
要
が
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 20.0 46.7 10.0 3.3 10.0 26.7 13.3 3.3 3.3 10.0 

30 歳代(N=53) 24.5 45.3 5.7 7.5 15.1 30.2 15.1 3.8 1.9 5.7 

40 歳代(N=59) 23.7 52.5 3.4 3.4 22.0 27.1 5.1 8.5 0.0 3.4 

50 歳代(N=67) 28.4 46.3 14.9 10.4 13.4 23.9 6.0 6.0 3.0 7.5 

60 歳代(N=106) 41.5 61.3 14.2 1.9 16.0 13.2 7.5 1.9 0.0 5.7 

70 歳代(N=92) 44.6 55.4 8.7 4.3 17.4 3.3 6.5 2.2 0.0 14.1 

80 歳代以上(N=48) 37.5 47.9 14.6 2.1 14.6 0.0 8.3 6.3 0.0 16.7  
 年代別にみると、どの年代においても「広報だざいふ」の割合が最も高く、60 歳代では

61.3％と他の年代と比較して高くなっています。また、60 歳代、70 歳代では「自治会の

回覧板」の割合が他の年代と比較して高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

自
治
会
の
回
覧
板 広

報
だ
ざ
い
ふ 社

協
だ
よ
り

（ふ
く
し
の
ひ
ろ
ば
） 窓

口
な
ど
に
あ
る
チ
ラ
シ

・ パ
ン
フ
レ
ッ
ト 新

聞

・
雑
誌

・
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 情

報
を
得
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い 情

報
を
得
る
必
要
が
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
26.9 49.3 11.9 4.5 10.4 22.4 6.0 9.0 0.0 10.4 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
38.5 53.8 12.8 7.7 15.4 25.6 7.7 0.0 0.0 5.1 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
20.9 58.1 18.6 4.7 16.3 2.3 11.6 2.3 4.7 11.6 

水城小学校区 

(N=69) 
37.7 52.2 13.0 4.3 18.8 15.9 5.8 2.9 2.9 10.1 

水城西小学校区 

(N=39) 
38.5 51.3 15.4 2.6 15.4 10.3 15.4 2.6 0.0 2.6 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
39.3 54.2 6.5 3.7 16.8 14.0 7.5 2.8 0.0 8.4 

国分小学校区 

(N=60) 
41.7 55.0 5.0 5.0 21.7 11.7 5.0 1.7 0.0 11.7 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「広報だざいふ」の割合が最も高くなって

います。 
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47.1

11.2

13.5

1.9

5.4

2.2

0.6

8.8

0.6

2.6

9.7

2.2

11.0

6.9

1.3

11.8

0% 20% 40% 60%

市役所

社会福祉協議会

いきいき情報センター

保健センター

地域包括支援センター

子育て支援センター

地域活動支援センター

（あす・ラック工房、つくしぴあ）

地域の公民館

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

市民図書館

病院や施設

保育所（園）、幼稚園、小中学校

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=465

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「市役所」が 47.1％と最も高く、次いで「いきいき情報センター」が 13.5％、「社会福

祉協議会」が 11.2％となっています。 

 

【その他回答】 

・クローバープラザ 

・気にしたことがない 

 

どこのどこのどこのどこの施設施設施設施設から？から？から？から？ 
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51.0

12.7

12.7

1.5

4.4

1.5

1.0

10.8

0.5

2.9

7.4

1.5

11.8

7.4

2.0

11.3

44.4

9.9

14.3

2.4

6.0

2.8

0.4

6.7

0.8

2.4

11.5

2.0

10.3

6.0

0.8

12.7

0% 20% 40% 60% 80%

市役所

社会福祉協議会

いきいき情報センター

保健センター

地域包括支援センター

子育て支援センター

地域活動支援センター

（あす・ラック工房、つくしぴあ）

地域の公民館

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

市民図書館

病院や施設

保育所（園）、幼稚園、小中学校

情報を得る方法がわからない

情報を得る必要がない

その他

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「市役所」が最も高く、男性が 51.0％、女性は 44.4％と男性

が女性を 6.6 ポイント上回っています。また、「病院や施設」では、女性が 11.5％、男性は

7.4％と女性が男性を 4.1 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

市
役
所 社

会
福
祉
協
議
会 い

き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー 保

健
セ
ン
タ
ー 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー （あ

す

・
ラ
ッ
ク
工
房
、
つ
く
し
ぴ
あ
）

地
域
の
公
民
館 

20 歳代(N=63) 23.3 3.3 16.7 0.0 0.0 3.3 0.0 3.3 

30 歳代(N=127) 41.5 5.7 18.9 1.9 1.9 11.3 0.0 5.7 

40 歳代(N=142) 50.8 3.4 10.2 5.1 1.7 1.7 0.0 1.7 

50 歳代(N=104) 52.2 9.0 11.9 1.5 4.5 3.0 0.0 1.5 

60 歳代(N=176) 53.8 13.2 17.9 0.9 9.4 0.0 0.0 8.5 

70 歳代(N=140) 52.2 17.4 10.9 3.3 4.3 0.0 1.1 18.5 

80 歳代以上(N=35) 33.3 18.8 8.3 0.0 10.4 0.0 4.2 12.5 

<複数回答> 

プ
ラ
ム

・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府 （中

央
公
民
館
） 市

民
図
書
館 病

院
や
施
設 保

育
所

（園
）、
幼
稚
園
、 小

中
学
校 情

報
を
得
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い 情

報
を
得
る
必
要
が
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=63) 0.0 10.0 0.0 3.3 23.3 6.7 3.3 20.0 

30 歳代(N=127) 0.0 0.0 1.9 3.8 18.9 3.8 1.9 11.3 

40 歳代(N=142) 1.7 3.4 6.8 6.8 13.6 20.3 0.0 6.8 

50 歳代(N=104) 0.0 0.0 20.9 1.5 13.4 9.0 1.5 9.0 

60 歳代(N=176) 0.9 4.7 7.5 0.0 7.5 2.8 1.9 7.5 

70 歳代(N=140) 1.1 2.2 7.6 0.0 4.3 2.2 0.0 20.7 

80 歳代以上(N=35) 0.0 0.0 20.8 0.0 8.3 6.3 2.1 12.5 

 

 年代別にみると、どの年代においても「市役所」の割合が最も高くなっています。また、

20 歳代では「情報を得る方法がわからない」の割合が高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

市
役
所 社

会
福
祉
協
議
会 い

き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー 保

健
セ
ン
タ
ー 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー （あ

す

・
ラ
ッ
ク
工
房
、
つ
く
し
ぴ
あ
）

地
域
の
公
民
館 

太宰府小学校区 

(N=67) 
50.7 10.4 13.4 0.0 4.5 0.0 0.0 7.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
43.6 15.4 15.4 0.0 5.1 0.0 0.0 15.4 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
46.5 14.0 23.3 4.7 9.3 2.3 0.0 9.3 

水城小学校区 

(N=69) 
46.4 13.0 14.5 1.4 5.8 7.2 0.0 1.4 

水城西小学校区 

(N=39) 
48.7 15.4 2.6 2.6 12.8 0.0 5.1 7.7 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
51.4 8.4 10.3 0.9 2.8 0.9 0.9 12.1 

国分小学校区 

(N=60) 
45.0 6.7 11.7 5.0 3.3 3.3 0.0 11.7 

<複数回答> 

プ
ラ
ム

・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府 （中

央
公
民
館
） 市

民
図
書
館 病

院
や
施
設 保

育
所

（園
）、
幼
稚
園
、 小

中
学
校 情

報
を
得
る
方
法
が
わ
か
ら
な
い 情

報
を
得
る
必
要
が
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
0.0 3.0 4.5 0.0 9.0 10.4 0.0 11.9 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
0.0 10.3 15.4 0.0 12.8 0.0 2.6 7.7 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
0.0 0.0 16.3 0.0 9.3 0.0 2.3 9.3 

水城小学校区 

(N=69) 
1.4 2.9 7.2 5.8 8.7 7.2 2.9 14.5 

水城西小学校区 

(N=39) 
0.0 0.0 12.8 0.0 15.4 2.6 0.0 10.3 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
0.9 1.9 7.5 2.8 12.1 4.7 1.9 11.2 

国分小学校区 

(N=60) 
1.7 0.0 11.7 1.7 11.7 10.0 0.0 16.7 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「市役所」の割合が最も高くなっています。 
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61.3

15.5

10.8

5.8

9.2

2.4

18.7

6.7

7.1

38.5

11.0

1.9

4.7

1.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

市役所などの行政機関

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

自治会の役員

ケアマネジャーやホームヘルパー

保育所（園）、幼稚園、小中学校

病院や施設

福祉活動を行っている民間団体

近所の人

友人・知人

職場などの同僚

相談するところがない

相談�しない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 21 あなた自身やご家族が、生活上の困りごとを抱えた時、家族以外で、どこ（誰）

に相談しますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市役所などの行政機関」が 61.3％と最も高く、次いで「友人・知人」が 38.5％、「病

院や施設」が 18.7％となっています。 

 
【その他回答】 

・内容による（２） 

・マンションの管理人、管理会社  

・加入している保健サービス  

・弁護士 
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60.8

18.1

8.3

9.3

7.4

2.0

18.6

6.4

6.4

32.4

7.4

2.5

4.4

1.0

6.9

61.9

12.7

12.7

2.4

10.7

2.8

19.0

6.7

7.9

43.3

13.9

1.6

5.2

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

市役所などの行政機関

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

自治会の役員

ケアマネジャーやホームヘルパー

保育所（園）、幼稚園、小中学校

病院や施設

福祉活動を行っている民間団体

近所の人

友人・知人

職場などの同僚

相談するところがない

相談�しない

その他

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「市役所などの行政機関」の割合が最も高くなっています。ま

た、「友人・知人」では女性が男性を 10.9 ポイント、「社会福祉協議会」では男性が女性を

5.4 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

市
役
所
な
ど
の
行
政
機
関 社

会
福
祉
協
議
会 民

生
委
員

・
児
童
委
員 自

治
会
の
役
員 ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 保

育
所

（園
）、
幼
稚
園
、 小

中
学
校 病

院
や
施
設 福

祉
活
動
を
行
っ
て
い
る 民

間
団
体 

20 歳代(N=30) 43.3 6.7 3.3 0.0 0.0 0.0 10.0 6.7 

30 歳代(N=53) 60.4 7.5 5.7 1.9 3.8 7.5 24.5 1.9 

40 歳代(N=59) 69.5 5.1 3.4 0.0 5.1 10.2 11.9 5.1 

50 歳代(N=67) 64.2 14.9 7.5 1.5 11.9 1.5 16.4 13.4 

60 歳代(N=106) 67.0 23.6 11.3 5.7 9.4 0.0 21.7 3.8 

70 歳代(N=92) 60.9 20.7 17.4 9.8 7.6 0.0 19.6 8.7 

80 歳以上(N=48) 47.9 10.4 20.8 16.7 25.0 0.0 22.9 6.3 

<複数回答> 

近
所
の
人 友

人

・
知
人 職

場
な
ど
の
同
僚 相

談
す
る
と
こ
ろ
が
な
い 相

談
は
し
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答  

20 歳代(N=30) 10.0 63.3 20.0 0.0 0.0 0.0 10.0 

30 歳代(N=53) 3.8 49.1 22.6 3.8 1.9 5.7 3.8 

40 歳代(N=59) 1.7 52.5 33.9 3.4 5.1 0.0 0.0 

50 歳代(N=67) 7.5 35.8 11.9 1.5 6.0 0.0 3.0 

60 歳代(N=106) 5.7 27.4 2.8 1.9 6.6 0.9 4.7 

70 歳代(N=92) 12.0 40.2 1.1 0.0 4.3 2.2 3.3 

80 歳以上(N=48) 10.4 16.7 0.0 4.2 6.3 0.0 6.3  
 年代別にみると、20 歳代では「友人・知人」、30 歳代から 80 歳以上では「市役所など

の行政機関」の割合が最も高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

市
役
所
な
ど
の
行
政
機
関 社

会
福
祉
協
議
会 民

生
委
員

・
児
童
委
員 自

治
会
の
役
員 ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 保

育
所

（園
）、
幼
稚
園
、 小

中
学
校 病

院
や
施
設 福

祉
活
動
を
行
っ
て
い
る 民

間
団
体 

太宰府小学校区 

(N=67) 
58.2 17.9 19.4 6.0 6.0 3.0 7.5 4.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
69.2 15.4 7.7 5.1 12.8 2.6 25.6 7.7 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
72.1 20.9 9.3 9.3 11.6 2.3 32.6 9.3 

水城小学校区 

(N=69) 
59.4 13.0 5.8 1.4 5.8 7.2 18.8 8.7 

水城西小学校区 

(N=39) 
56.4 17.9 7.7 10.3 10.3 2.6 12.8 5.1 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
58.9 14.0 10.3 7.5 4.7 0.9 18.7 7.5 

国分小学校区 

(N=60) 
66.7 11.7 15.0 3.3 15.0 0.0 25.0 3.3 

<複数回答> 

近
所
の
人 友

人

・
知
人 職

場
な
ど
の
同
僚 相

談
す
る
と
こ
ろ
が
な
い 相

談
は
し
な
い そ

の
他 不

明

・
無
回
答  

太宰府小学校区 

(N=67) 
6.0 32.8 7.5 0.0 7.5 4.5 7.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
10.3 48.7 10.3 0.0 0.0 0.0 0.0 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
4.7 32.6 9.3 2.3 0.0 0.0 2.3 

水城小学校区 

(N=69) 
10.1 50.7 10.1 2.9 2.9 2.9 1.4 

水城西小学校区 

(N=39) 
15.4 20.5 7.7 2.6 7.7 0.0 5.1 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
4.7 41.1 15.9 2.8 4.7 0.0 3.7 

国分小学校区 

(N=60) 
5.0 38.3 8.3 1.7 5.0 0.0 8.3  

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「市役所などの行政機関」の割合が最も高

くなっています。  
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66.0

51.0

18.7

8.8

35.5

22.2

15.5

9.0

1.3

2.6

4.9

0% 20% 40% 60% 80%

福祉サービスに関する情報提供を充実する

福祉サービス選択についての

相談対応を充実する

福祉サービス事業者への苦情やトラブル

解決の支援体制を整える

福祉サービスの内容を評価する

しくみを整える

相談窓口職員の知識、接遇の向上

行政や福祉サービス事業者の

情報公開をすすめる

住民が福祉に関する法律や制度などを

学習できる機会を増やす

福祉サービス利用者の権利を守る

しくみを整える

その他

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 22 福祉サービス利用者が、自分に最適な福祉サービスを選び、安心して利用する

ため、市役所ではどのようなことに取り組む必要があると思いますか。（○は

３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉サービスに関する情報提供を充実する」が 66.0％と最も高く、次いで「福祉サービ

ス選択についての相談対応を充実する」が 51.0％、「相談窓口職員の知識、接遇の向上」が

35.5％となっています。 

 

【その他回答】 

・家庭において必要な事はしっかり把握してほしい 

・看護師やケアマネ資格を持っている人を把握し、災害や必要時に応じて出勤要請できるよう定

期的に学習の場を設ける 

・補償の充実（苦情、トラブル時に対して） 

・職員が福祉に取り組む姿勢があるかないか 

・市役所職員の人材育成、対応研修 
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68.1

48.5

24.5

11.8

29.4

21.1

11.8

6.4

1.0

2.0

6.9

65.1

52.4

13.9

6.0

40.9

23.0

18.3

10.7

1.6

3.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80%

福祉サービスに関する情報提供を充実する

福祉サービス選択についての

相談対応を充実する

福祉サービス事業者への苦情や

トラブル解決の支援体制を整える

福祉サービスの内容を評価するしくみを整える

相談窓口職員の知識、接遇の向上

行政や福祉サービス事業者の

情報公開をすすめる

住民が福祉に関する法律や制度などを

学習できる機会を増やす

福祉サービス利用者の権利を

守るしくみを整える

その他

特にない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「福祉サービスに関する情報提供を充実する」の割合が最も高

くなっています。また、「相談窓口職員の知識、接遇の向上」では女性が男性を 11.5 ポイン

ト上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る 情

報
提
供
を
充
実
す
る 福

祉
サ
ー
ビ
ス
選
択
に
つ
い
て
の 相

談
対
応
を
充
実
す
る 福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

へ
の 苦

情
や
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
支
援 体

制
を
整
え
る 福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
評
価 す

る
し
く
み
を
整
え
る 相

談
窓
口
職
員
の
知
識
、
接
遇
の
向
上 行

政
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の 情

報
公
開
を
す
す
め
る 住

民
が
福
祉
に
関
す
る
法
律
や
制
度 な

ど
を
学
習
で
き
る
機
会
を
増
や
す 福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
を 守

る
し
く
み
を
整
え
る そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 56.7 40.0 16.7 16.7 30.0 33.3 23.3 3.3 0.0 0.0 10.0 

30 歳代(N=53) 71.7 58.5 11.3 9.4 41.5 15.1 9.4 7.5 1.9 3.8 3.8 

40 歳代(N=59) 69.5 49.2 28.8 6.8 39.0 16.9 15.3 3.4 3.4 6.8 1.7 

50 歳代(N=67) 68.7 56.7 25.4 3.0 41.8 28.4 16.4 10.4 1.5 1.5 3.0 

60 歳代(N=106) 61.3 54.7 21.7 12.3 35.8 22.6 15.1 9.4 0.9 0.0 3.8 

70 歳代(N=92) 76.1 54.3 14.1 7.6 34.8 23.9 12.0 13.0 1.1 1.1 3.3 

80 歳以上(N=48) 52.1 27.1 6.3 6.3 22.9 14.6 22.9 8.3 0.0 8.3 16.7 

 

 年代別にみると、どの年代においても「福祉サービスに関する情報提供を充実する」の割

合が最も高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る 情

報
提
供
を
充
実
す
る 福

祉
サ
ー
ビ
ス
選
択
に
つ
い
て
の 相

談
対
応
を
充
実
す
る 福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

へ
の 苦

情
や
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
支
援 体

制
を
整
え
る 福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
評
価 す

る
し
く
み
を
整
え
る 相

談
窓
口
職
員
の
知
識
、
接
遇
の
向
上 行

政
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の 情

報
公
開
を
す
す
め
る 住

民
が
福
祉
に
関
す
る
法
律
や
制
度 な

ど
を
学
習
で
き
る
機
会
を
増
や
す 福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
を 守

る
し
く
み
を
整
え
る そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
74.6 50.7 22.4 4.5 32.8 23.9 14.9 6.0 1.5 4.5 4.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
64.1 51.3 15.4 10.3 38.5 17.9 20.5 12.8 2.6 2.6 0.0 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
62.8 58.1 16.3 2.3 37.2 25.6 16.3 7.0 2.3 0.0 4.7 

水城小学校区 

(N=69) 
69.6 44.9 23.2 10.1 37.7 18.8 24.6 10.1 2.9 0.0 1.4 

水城西小学校区 

(N=39) 
61.5 51.3 10.3 12.8 33.3 25.6 5.1 15.4 0.0 2.6 7.7 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
71.0 48.6 12.1 14.0 38.3 24.3 15.0 6.5 0.0 3.7 5.6 

国分小学校区 

(N=60) 
61.7 55.0 25.0 5.0 31.7 25.0 11.7 6.7 0.0 1.7 10.0 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「福祉サービスに関する情報提供を充実す

る」の割合が最も高くなっています。 
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39.1

26.5

39.8

14.8

23.4

16.3

7.7

11.2

11.4

9.2

12.7

13.5

15.5

4.7

1.3

1.9

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ホームヘルパーやデイサービスなどの

在宅福祉サービスの充実

特別養護老人ホームなどの施設

サービスの充実

身近なところでの相談窓口の充実

専門性の高い相談支援の充実

福祉や介護、子育てのサービスに関する

情報提供の充実

手当など、個人や家族に対する金銭的な

援助の充実

施設や交通機関などにおける

バリアフリーの推進

個人の自立を支援するサービスの充実

地域活動や地域福祉活動への公的な

援助の充実

地域活動や地域福祉活動を担う

人材の育成

気軽に集まれる場の充実

健康づくりや生きがいづくりの推進

住民がともに支え合い、助け合える

地域づくりの推進

福祉教育の充実

その他

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 23 住民が住み慣れた地域で、安心して暮らしていくためには、どのような福祉の

あり方が大切だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身近なところでの相談窓口の充実」が 39.8％と最も高く、次いで「ホームヘルパーやデ

イサービスなどの在宅福祉サービスの充実」が 39.1％、「特別養護老人ホームなどの施設サ

ービスの充実」が 26.5％となっています。 

 
【その他回答】 

・福祉は充実していても本人がその気にならなきゃ話になりません 

・家族によりニーズが異なるので一律サービスでは対応できない。細分化する 

・子どもたちも興味を持つよう、学校等で教育 

・会社に対して地域活動、福祉への理解や支援  

・介護士の給料アップ 
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39.2

28.4

37.3

10.8

23.0

18.6

5.9

13.2

16.2

7.8

9.3

12.7

12.7

6.4

1.0

2.5

4.9

37.7

25.4

42.1

17.9

24.2

14.3

9.5

9.9

7.9

9.9

15.1

14.3

17.5

3.2

1.6

1.6

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ホームヘルパーやデイサービスなどの

在宅福祉サービスの充実

特別養護老人ホームなどの

施設サービスの充実

身近なところでの相談窓口の充実

専門性の高い相談支援の充実

福祉や介護、子育てのサービスに関する

情報提供の充実

手当など、個人や家族に対する

金銭的な援助の充実

施設や交通機関などにおける

バリアフリーの推進

個人の自立を支援するサービスの充実

地域活動や地域福祉活動への

公的な援助の充実

地域活動や地域福祉活動を

担う人材の育成

気軽に集まれる場の充実

健康づくりや生きがいづくりの推進

住民がともに支え合い、助け合える

地域づくりの推進

福祉教育の充実

その他

特にない

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男性では「ホームヘルパーやデイサービスなどの在宅福祉サービスの充実」、

女性では「身近なところでの相談窓口の充実」の割合が最も高くなっています。また、「専門

性の高い相談支援の充実」では女性が男性を 7.1 ポイント、「地域活動や地域福祉活動への公

的な援助の充実」では男性が女性を 8.3 ポイント上回っています。 
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【年代別グラフ】 

単位：％ 

<複数回答> 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス な

ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の 施

設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 身

近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
の 充

実 専
門
性
の
高
い
相
談
支
援
の
充
実 福

祉
や
介
護
、
子
育
て
の
サ
ー
ビ
ス に

関
す
る
情
報
提
供
の
充
実 手

当
な
ど
、
個
人
や
家
族
に
対
す
る 金

銭
的
な
援
助
の
充
実 施

設
や
交
通
機
関
な
ど
に
お
け
る バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進 個

人
の
自
立
を
支
援
す
る サ

ー
ビ
ス
の
充
実 地

域
活
動
や
地
域
福
祉
活
動

へ
の 公

的
な
援
助
の
充
実 

20 歳代(N=30) 23.3 6.7 30.0 16.7 20.0 26.7 20.0 13.3 6.7 

30 歳代(N=53) 28.3 20.8 39.6 18.9 28.3 28.3 18.9 13.2 9.4 

40 歳代(N=59) 27.1 22.0 40.7 20.3 28.8 32.2 5.1 8.5 13.6 

50 歳代(N=67) 43.3 28.4 55.2 16.4 25.4 16.4 0.0 13.4 11.9 

60 歳代(N=106) 44.3 34.9 34.9 12.3 18.9 12.3 7.5 14.2 11.3 

70 歳代(N=92) 43.5 29.3 43.5 12.0 27.2 6.5 4.3 8.7 18.5 

80 歳以上(N=48) 43.8 25.0 29.2 10.4 14.6 4.2 10.4 8.3 2.1 

<複数回答> 

地
域
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
を 担

う
人
材
の
育
成 気

軽
に
集
ま
れ
る
場
の
充
実 健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り の

推
進 住

民
が
と
も
に
支
え
合
い
、
助
け 合

え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進 福

祉
教
育
の
充
実 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答  

20 歳代(N=30) 10.0 26.7 13.3 16.7 13.3 0.0 0.0 6.7 

30 歳代(N=53) 7.5 13.2 11.3 7.5 5.7 0.0 1.9 1.9 

40 歳代(N=59) 10.2 6.8 8.5 16.9 3.4 5.1 5.1 0.0 

50 歳代(N=67) 10.4 9.0 10.4 10.4 4.5 3.0 1.5 6.0 

60 歳代(N=106) 7.5 12.3 17.9 15.1 2.8 0.0 1.9 3.8 

70 歳代(N=92) 10.9 14.1 14.1 20.7 3.3 1.1 0.0 3.3 

80 歳以上(N=48) 6.3 12.5 16.7 18.8 4.2 0.0 4.2 10.4 

 

 年代別にみると、20 歳代から 50 歳代では「身近なところでの相談窓口の充実」、60

歳代から 80 歳以上では「ホームヘルパーやデイサービスなどの在宅福祉サービスの充実」

の割合が最も高くなっています。また、70 歳代では「身近なところでの相談窓口の充実」

の割合も高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス な

ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の 施

設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 身

近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談
窓
口
の 充

実 専
門
性
の
高
い
相
談
支
援
の
充
実 福

祉
や
介
護
、
子
育
て
の
サ
ー
ビ
ス に

関
す
る
情
報
提
供
の
充
実 手

当
な
ど
、
個
人
や
家
族
に
対
す
る 金

銭
的
な
援
助
の
充
実 施

設
や
交
通
機
関
な
ど
に
お
け
る バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進 個

人
の
自
立
を
支
援
す
る サ

ー
ビ
ス
の
充
実 地

域
活
動
や
地
域
福
祉
活
動

へ
の 公

的
な
援
助
の
充
実 

太宰府小学校区 

(N=67) 
37.3 26.9 34.3 23.9 23.9 9.0 11.9 9.0 10.4 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
35.9 25.6 43.6 10.3 28.2 7.7 5.1 17.9 12.8 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
44.2 37.2 37.2 11.6 23.3 23.3 7.0 2.3 11.6 

水城小学校区 

(N=69) 
36.2 30.4 46.4 14.5 17.4 23.2 5.8 15.9 10.1 

水城西小学校区 

(N=39) 
35.9 30.8 48.7 17.9 20.5 10.3 0.0 7.7 12.8 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
40.2 29.0 37.4 14.0 28.0 15.0 8.4 11.2 15.0 

国分小学校区 

(N=60) 
40.0 16.7 43.3 15.0 25.0 16.7 6.7 13.3 11.7 

<複数回答> 

地
域
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
を 担

う
人
材
の
育
成 気

軽
に
集
ま
れ
る
場
の
充
実 健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り の

推
進 住

民
が
と
も
に
支
え
合
い
、
助
け 合

え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進 福

祉
教
育
の
充
実 そ

の
他 特

に
な
い 不

明

・
無
回
答  

太宰府小学校区 

(N=67) 
13.4 14.9 11.9 11.9 7.5 0.0 4.5 3.0 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
7.7 23.1 5.1 30.8 0.0 0.0 0.0 2.6 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
7.0 9.3 11.6 9.3 4.7 4.7 2.3 2.3 

水城小学校区 

(N=69) 
11.6 17.4 15.9 10.1 5.8 0.0 0.0 2.9 

水城西小学校区 

(N=39) 
7.7 10.3 15.4 12.8 5.1 2.6 5.1 2.6 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
9.3 15.0 15.0 17.8 2.8 0.9 0.9 3.7 

国分小学校区 

(N=60) 
6.7 1.7 15.0 18.3 5.0 1.7 0.0 10.0 
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15.3 53.1 8.6 9.0

1.3

6.0 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

地域活動や地域福祉活動に積極的に参加する

できるだけ地域での出来事に関心を持つ

学校での行事など、家族に関係ある範囲内の活動に�参加する

まず�家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決する

その他

特にない

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

 小学校区別にみると、太宰府小学校区、太宰府南小学校区、太宰府西小学校区では「ホー

ムヘルパーやデイサービスなどの在宅福祉サービスの充実」、太宰府東小学校区、水城小学校

区、水城西小学校区、国分小学校区では「身近なところでの相談窓口の充実」の割合が最も

高くなっています。 

 

 

問 24 私たち一人ひとりが安心して地域のなかで暮らしていくために、市民のひとり

として、あなたができることはどんなことがあると思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できるだけ地域での出来事に関心を持つ」が 53.1％と最も高く、次いで「地域活動や地

域福祉活動に積極的に参加する」が 15.3％、「まずは家庭内の問題（コミュニケーション不

足など）を解決する」が 9.0％となっています。 

 

【その他回答】 

・できるだけ家族、身近な人に迷惑をかけたくない 

・支援を受ける立場にあるので該当しない  

・納税 
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17.6

13.5

50.0

55.6

8.3

8.3

7.4

10.3

1.5

1.2

7.4

5.2

7.8

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

地域活動や地域福祉活動に積極的に参加する

できるだけ地域での出来事に関心を持つ

学校での行事など、家族に関係ある範囲内の活動に�参加する

まず�家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決する

その他

特にない

不明・無回答

<単数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「できるだけ地域での出来事に関心を持つ」の割合が最も高く、

女性が 55.6％、男性は 50.0％と女性が男性を 5.6 ポイント上回っています。また、「地域

活動や地域福祉活動に積極的に参加する」では、男性が女性を 4.1 ポイント上回っています。 
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10.0

9.4

5.1

23.9

14.2

20.7

18.8

46.7

60.4

47.5

46.3

66.0

51.1

39.6

23.3

13.2

27.1

4.5

2.8

1.1

2.1

6.7

9.4

8.5

11.9

7.5

9.8

8.3

0.0

0.0

3.4

1.5

1.9

1.1

0.0

6.7

5.7

6.8

4.5

4.7

3.3

16.7

6.7

1.9

1.7

7.5

2.8

13.0

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

地域活動や地域福祉活動に積極的に参加する

できるだけ地域での出来事に関心を持つ

学校での行事など、家族に関係ある範囲内の活動に�参加する

まず�家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決する

その他

特にない

不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、どの年代においても「できるだけ地域での出来事に関心を持つ」が最も

高くなっています。また、50 歳代では「地域活動や地域福祉活動に積極的に参加する」が

23.9％と他の年代と比較して高くなっています。 
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20.9

20.5

14.0

15.9

10.3

15.0

13.3

50.7

53.8

62.8

52.2

38.5

60.7

48.3

10.4

5.1

4.7

10.1

12.8

6.5

13.3

9.0

7.7

4.7

15.9

15.4

7.5

5.0

1.5

0.0

4.7

0.0

2.6

0.0

0.0

3.0

12.8

2.3

2.9

10.3

1.9

8.3

4.5

0.0

7.0

2.9

10.3

8.4

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

地域活動や地域福祉活動に積極的に参加する

できるだけ地域での出来事に関心を持つ

学校での行事など、家族に関係ある範囲内の活動に�参加する

まず�家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決する

その他

特にない

不明・無回答

<単数回答>

 
【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「できるだけ地域での出来事に関心を持つ」

の割合が最も高くなっていますが、水城西小学校区では 38.5％と他の小学校区と比較してや

や低くなっています。 
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25.2 37.8 12.5 2.4 17.4

0.2

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

一定の配慮�なされていると思う

どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う

どちらかといえば配慮がなされていないと思う

ほとんど配慮がなされていないと思う

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

問 25 あなたは日ごろの生活のなかで、障がいのある人への配慮がなされている、ま

たは、なされていない（差別がある）と感じたことがありますか。（１つだけ

○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う」が 37.8％と最も

高く、次いで「一定の配慮はなされていると思う」が 25.2％、「どちらかといえば配慮がな

されていないと思う」が 12.5％となっています。 

 

【その他回答】 

・思いやりの心が足りない 
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24.0

26.2

36.8

38.9

13.7

11.1

2.5

2.4

16.7

18.3

0.5

0.0

5.9

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

一定の配慮�なされていると思う

どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う

どちらかといえば配慮がなされていないと思う

ほとんど配慮がなされていないと思う

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分

だと思う」の割合が最も高くなっており、男女間での大きな差はみられません。 
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26.7

24.5

20.3

19.4

18.9

34.8

35.4

50.0

34.0

49.2

43.3

42.5

32.6

12.5

3.3

18.9

11.9

19.4

13.2

7.6

8.3

3.3

3.8

1.7

3.0

2.8

1.1

2.1

13.3

18.9

13.6

9.0

20.8

20.7

22.9

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

3.4

4.5

1.9

3.3

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

一定の配慮�なされていると思う

どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う

どちらかといえば配慮がなされていないと思う

ほとんど配慮がなされていないと思う

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、20 歳代から 60 歳代では「どちらかといえば配慮がなされていると思う

が、まだ不十分だと思う」、70 歳代、80 歳以上では「一定の配慮はなされていると思う」

の割合が高くなっています。 
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23.9

35.9

23.3

30.4

10.3

29.0

10.0

41.8

28.2

44.2

39.1

41.0

41.1

35.0

14.9

12.8

4.7

14.5

12.8

8.4

21.7

3.0

5.1

4.7

1.4

5.1

0.9

1.7

10.4

12.8

20.9

11.6

23.1

17.8

23.3

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

6.0

5.1

2.3

1.4

7.7

2.8

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

一定の配慮�なされていると思う

どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う

どちらかといえば配慮がなされていないと思う

ほとんど配慮がなされていないと思う

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 
【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、太宰府東小学校区では「一定の配慮はなされていると思う」、その他

の小学校区では「どちらかといえば配慮がなされていると思うが、まだ不十分だと思う」の

割合が高くなっています。 
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15.9 32.0 15.7 8.2 23.4

0.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

19.1

13.1

29.4

34.9

15.2

15.9

8.8

7.1

22.1

25.0

1.0

0.8

4.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 

問 26 あなたは市内の公共施設（市役所など）が高齢者や障がいのある人などに配慮

されていると思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『配慮されていると思う』が 47.9％と半数を

占めています。また、「あまりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた『配慮されてい

ると思わない』が 23.9％となっています。 

 

【その他回答】 

・トイレが少ない 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『配慮されていると思う』が、

男性で 48.5％、女性で 48.0％となっており、男女間で大きな差はみられません。 
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20.0

13.2

15.3

13.4

7.5

22.8

25.0

43.3

32.1

33.9

37.3

34.9

28.3

18.8

13.3

11.3

20.3

14.9

15.1

18.5

12.5

3.3

7.5

10.2

10.4

9.4

5.4

6.3

16.7

35.8

15.3

19.4

31.1

19.6

22.9

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

2.2

2.1

3.3

0.0

5.1

3.0

1.9

3.3

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、どの年代においても「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『配慮

されていると思う』の割合が高くなっていますが、60 歳代では 42.4％、80 歳以上では

43.8％と他の年代と比較してやや低くなっています。 
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13.4

25.6

11.6

13.0

17.9

16.8

10.0

44.8

23.1

20.9

33.3

25.6

39.3

26.7

19.4

12.8

18.6

15.9

15.4

14.0

18.3

4.5

15.4

4.7

8.7

10.3

6.5

11.7

13.4

15.4

39.5

24.6

28.2

19.6

26.7

0.0

2.6

0.0

2.9

0.0

0.9

0.0

4.5

5.1

4.7

1.4

2.6

2.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「そう思う」と「ややそう思う」をあわせ

た『配慮されていると思う』の割合が高くなっていますが、太宰府南小学校区では 32.5％、

国分小学校区では 36.7％と他の小学校区と比較してやや低くなっています。 
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7.3 27.3 18.1 12.0 31.6

0.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

9.3

5.6

27.9

27.4

17.2

19.0

11.8

11.5

29.4

33.7

0.5

0.0

3.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 

問 27 あなたは市内の民間施設が高齢者や障がいのある人などに配慮されていると思

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『配慮されていると思う』人が 34.6％、「あ

まりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた『配慮されていると思わない』人が 30.1％

となっています。 

 

【その他回答】 

回答はありませんでした。 

 

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『配慮されていると思う』が、

男性で 37.2％、女性で 33.0％と男性が女性を 4.2 ポイント上回っています。 
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6.7

5.7

10.2

4.5

4.7

9.8

10.4

50.0

28.3

28.8

35.8

17.9

22.8

29.2

6.7

18.9

15.3

10.4

28.3

17.4

18.8

6.7

15.1

15.3

17.9

9.4

8.7

8.3

26.7

32.1

27.1

26.9

37.7

38.0

22.9

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

3.4

3.0

1.9

3.3

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、20 歳代、40 歳代、50 歳代、70 歳代、80 歳以上では「そう思う」と

「ややそう思う」をあわせた『配慮されていると思う』が、60 歳代では「あまりそう思わ

ない」と「そう思わない」をあわせた『配慮されていると思わない』の割合が高くなってい

ます。また、30 歳代では『配慮されていると思う』、『配慮されていると思わない』がとも

に 34.0％と同じ割合となっています。 
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9.0

12.8

4.7

8.7

0.0

6.5

6.7

32.8

28.2

14.0

29.0

28.2

29.9

23.3

19.4

17.9

11.6

20.3

23.1

22.4

13.3

9.0

12.8

14.0

10.1

15.4

9.3

16.7

25.4

23.1

55.8

27.5

30.8

29.9

33.3

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

4.5

5.1

0.0

2.9

2.6

1.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 
【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、太宰府小学校区、太宰府東小学校区、水城小学校区、太宰府西小学

校区では「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『配慮されていると思う』の割合が高

くなっています。一方、太宰府南小学校区、水城西小学校区では「あまりそう思わない」と

「そう思わない」をあわせた『配慮されていると思わない』の割合が高く、国分小学校区で

は『配慮されていると思う』と『配慮されていると思わない』は同じ割合となっています。 
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43.9

17.2

65.4

18.9

4.1

15.1

0.4

0.2

1.7

0.6

10.5

1.9

1.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

自分で自動車・バイクを運転

鉄道、バス

タクシー

家族や親戚の協力

近所の人の協力

お店への送迎サービス

介護ヘルパーなどの支援

移動販売・移動スーパー

電話・ＦＡＸ・インターネットによる宅配や配食

お店で買った商品の配達サービス

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=465

 

問 28 あなたはどのような方法で買い物を行っていますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分で自動車・バイクを運転」が 65.4％と最も高く、次いで「徒歩」が 43.9％、「鉄

道、バス」が 18.9％となっています。 

 

【その他回答】 

・生活協同組合（３）  

・ネット通販 
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41.2

20.6

77.5

15.7

2.5

8.8

0.0

0.0

1.5

0.0

5.4

1.5

1.5

3.4

46.0

13.5

56.0

22.2

5.6

20.2

0.8

0.4

2.0

1.2

14.7

2.4

2.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

自分で自動車・バイクを運転

鉄道、バス

タクシー

家族や親戚の協力

近所の人の協力

お店への送迎サービス

介護ヘルパーなどの支援

移動販売・移動スーパー

電話・ＦＡＸ・インターネットによる宅配や配食

お店で買った商品の配達サービス

その他

不明・無回答

男性(N=204) 女性(N=252)

<複数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「自分で自動車・バイクを運転」の割合が最も高く、男性が 77.5％、 

女性は 56.0％と男性が女性を 21.5 ポイント上回っています。また、「家族や親戚の協力」

では女性が男性を 11.4 ポイント上回っています。 
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【年齢別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

徒
歩 自

転
車 自

分
で
自
動
車

・
バ
イ
ク
を 運

転 鉄
道
、
バ
ス タ

ク
シ
ー 家

族
や
親
戚
の
協
力 近

所
の
人
の
協
力 

20 歳代(N=30) 70.0 43.3 46.7 33.3 0.0 13.3 0.0 

30 歳代(N=53) 47.2 17.0 67.9 26.4 0.0 15.1 0.0 

40 歳代(N=59) 40.7 20.3 83.1 11.9 0.0 11.9 0.0 

50 歳代(N=67) 41.8 13.4 76.1 14.9 3.0 3.0 0.0 

60 歳代(N=106) 40.6 13.2 79.2 15.1 1.9 10.4 0.0 

70 歳代(N=92) 46.7 14.1 55.4 18.5 5.4 25.0 2.2 

80 歳以上(N=48) 33.3 12.5 27.1 29.2 20.8 29.2 0.0 

<複数回答> 

お
店

へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス 介

護
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
支
援 移

動
販
売

・
移
動
ス
ー
パ
ー 電

話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
イ
ン
タ
ー ネ

ッ
ト
に
よ
る
宅
配
や
配
食 お

店
で
買
っ
た
商
品
の 配

達
サ
ー
ビ
ス そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

20 歳代(N=30) 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 6.7 

30 歳代(N=53) 0.0 0.0 0.0 9.4 3.8 0.0 0.0 

40 歳代(N=59) 0.0 0.0 1.7 15.3 1.7 0.0 3.4 

50 歳代(N=67) 0.0 0.0 0.0 11.9 0.0 0.0 3.0 

60 歳代(N=106) 0.9 0.9 0.0 9.4 0.9 2.8 1.9 

70 歳代(N=92) 0.0 3.3 1.1 10.9 2.2 5.4 2.2 

80 歳以上(N=48) 0.0 8.3 2.1 10.4 6.3 0.0 10.4 

 

 年代別にみると、20 歳代、80 歳以上では「徒歩」、その他の年代では「自分で自動車・

バイクを運転」の割合が高くなっています。 
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【小学校区別表】 

単位：％ 

<複数回答> 

徒
歩 自

転
車 自

分
で
自
動
車

・
バ
イ
ク
を 運

転 鉄
道
、
バ
ス タ

ク
シ
ー 家

族
や
親
戚
の
協
力 近

所
の
人
の
協
力 

太宰府小学校区 

(N=67) 
43.3 11.9 67.2 22.4 4.5 13.4 1.5 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
35.9 20.5 61.5 25.6 7.7 17.9 0.0 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
20.9 4.7 79.1 18.6 4.7 16.3 0.0 

水城小学校区 

(N=69) 
59.4 26.1 60.9 17.4 2.9 14.5 0.0 

水城西小学校区 

(N=39) 
41.0 33.3 53.8 12.8 2.6 15.4 0.0 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
46.7 8.4 69.2 18.7 2.8 18.7 0.9 

国分小学校区 

(N=60) 
40.0 21.7 73.3 15.0 3.3 15.0 0.0 

<複数回答> 

お
店

へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス 介

護
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
支
援 移

動
販
売

・
移
動
ス
ー
パ
ー 電

話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
イ
ン
タ
ー ネ

ッ
ト
に
よ
る
宅
配
や
配
食 お

店
で
買
っ
た
商
品
の 配

達
サ
ー
ビ
ス そ

の
他 不

明

・
無
回
答 

太宰府小学校区 

(N=67) 
0.0 0.0 0.0 11.9 4.5 1.5 3.0 

太宰府東小学校区 

(N=39) 
0.0 2.6 2.6 7.7 0.0 5.1 7.7 

太宰府南小学校区 

(N=43) 
0.0 0.0 0.0 14.0 4.7 0.0 0.0 

水城小学校区 

(N=69) 
0.0 1.4 0.0 11.6 0.0 1.4 1.4 

水城西小学校区 

(N=39) 
0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 2.6 5.1 

太宰府西小学校区 

(N=107) 
0.0 0.0 0.9 14.0 1.9 0.9 1.9 

国分小学校区 

(N=60) 
0.0 0.0 1.7 6.7 3.3 3.3 5.0  

 小学校区別にみると、どの小学校区においても「自分で自動車・バイクを運転」の割合が

最も高くなっています。    
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15.7 18.5 17.6 41.7

0.9 1.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=465)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

37.1

15.7

62.3

22

8.2

22.6

0.6

0.0

1.9

1.9

10.7

2.5

1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

自分で自動車・バイクを運転

鉄道、バス

タクシー

家族や親戚の協力

近所の人の協力

お店への送迎サービス

介護ヘルパーなどの支援

移動販売・移動スーパー

電話・ＦＡＸ・インターネットによる

宅配や配食

お店で買った商品の配達サービス

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=159

4.4

8.8

12.6

11.3

21.4

25.8

13.8

1.9

0% 10% 20% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

不明・無回答

<単数回答>
N=159

 

問 29 あなたは問 28 で○をつけた方法で買い物を行ったうえで、住んでいる場所が買

い物に不便だと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そう思わない」と「あまりそう思わない」をあわせた『不便だと思わない』が 59.3％と

約６割を占めています。また、「そう思う」と「ややそう思う」をあわせた『不便だと思う』

が 34.2％となっています。 

 

【その他回答】 

・とても便利だと思う（２） 

・今は運転できるので不便と思わないが、将来運転ができなくなると不便だと思う 

 

『不便だと思う』と答えた人の買い物の方法    『不便だと思う』と答えた人の年代の内訳 
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12.7

17.5

22.1

16.3

15.7

19.0

43.6

40.9

1.5

0.4

0.5

1.2

3.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=204)

女性(N=252)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【性別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、男女ともに「そう思わない」と「あまりそう思わない」をあわせた『不便

だと思わない』の割合が最も高く、女性が 59.9％、男性は 59.3％と男女間での大きな差は

みられません。 
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0.0

11.3

15.3

9.0

17.9

18.5

27.1

23.3

15.1

18.6

17.9

14.2

26.1

18.8

6.7

20.8

16.9

25.4

15.1

16.3

18.8

63.3

52.8

42.4

41.8

46.2

33.7

22.9

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

2.2

0.0

0.0

0.0

1.7

1.5

1.9

0.0

0.0

6.7

0.0

5.1

4.5

2.8

3.3

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(N=30)

30歳代(N=53)

40歳代(N=59)

50歳代(N=67)

60歳代(N=106)

70歳代(N=92)

80歳以上(N=48)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

.

.

 

【年代別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、20 歳代から 70 歳代では「そう思わない」と「あまりそう思わない」を

あわせた『不便だと思わない』が、80 歳以上では「そう思う」と「ややそう思う」をあわ

せた『不便だと思う』の割合が高くなっています。 
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19.4

12.8

30.2

5.8

7.7

10.3

28.3

17.9

25.6

20.9

10.1

17.9

20.6

20.0

14.9

12.8

16.3

26.1

25.6

18.7

10.0

43.3

41.0

32.6

52.2

41.0

44.9

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

0.0

2.9

2.6

0.0

1.7

4.5

7.7

0.0

2.9

5.1

5.6

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太宰府小学校区(N=67)

太宰府東小学校区

(N=39)

太宰府南小学校区

(N=43)

水城小学校区(N=69)

水城西小学校区(N=39)

太宰府西小学校区

(N=107)

国分小学校区(N=60)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

そう思わない わからない その他

不明・無回答

<単数回答>

 

【小学校区別グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校区別にみると、太宰府南小学校区、国分小学校区では「そう思う」と「ややそう思

う」をあわせた『不便だと思う』の割合が高く、その他の小学校区では「そう思わない」と

「あまりそう思わない」をあわせた『不便だと思わない』の割合が高くなっています。とく

に水城小学校区では『不便だと思わない』が 78.3％と他の小学校区と比較して高くなってい

ます。 
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（附属資料）使用した調査票 
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太宰府市
だ ざ い ふ し

の地域
ち い き

福祉
ふ く し

に関
かん

する市民
し み ん

アンケート 

 

市民
し み ん

の皆
みな

さまにおかれましては、日頃
ひ ご ろ

から市政
し せ い

にご理
り

解
かい

とご 協
きょう

力
りょく

をいただき、厚
あつ

くお礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。 

このたび、太宰府市
だ ざ い ふ し

では、「地域
ち い き

での支
ささ

え合
あ

いと助
たす

け合
あ

いによる福祉
ふ く し

（地域
ち い き

福祉
ふ く し

）」の推進
すいしん

を目的
もくてき

とした「第三次
だ い さ ん じ

太宰府市
だ ざ い ふ し

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を策定
さくてい

することになりました。この計画
けいかく

は、

地域
ち い き

においてさまざまな人
ひと

たちが 協 力
きょうりょく

して提 供
ていきょう

する福祉
ふ く し

サービスの充 実
じゅうじつ

や、市民
し み ん

の

理解
り か い

と 協 力
きょうりょく

によりすすめていく地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

について示
しめ

していくものです。 

つきましては、市民
し み ん

の皆
みな

さまの「地域
ち い き

福祉
ふ く し

」に関
かん

するご意
い

見
けん

をお聴
き

きし、計画
けいかく

づくりに反映
はんえい

していきたいと 考
かんが

えております。なお、この調査
ちょうさ

は、市内
し な い

にお住
す

まいの20歳
さい

以上
いじょう

の無作為
む さ く い

に選
えら

んだ1,000名
めい

の方
かた

を対 象
たいしょう

に実施
じ っ し

しております。 

おおおお 忙忙忙忙
いそが

しいしいしいしいところところところところ 誠誠誠誠
まこと

にににに 恐 縮恐 縮恐 縮恐 縮
きょうしゅく

ではございますが、ではございますが、ではございますが、ではございますが、趣旨趣旨趣旨趣旨
し ゅ し

ををををごごごご理解理解理解理解
り か い

いただきいただきいただきいただき、、、、皆皆皆皆
みな

さまのごさまのごさまのごさまのご意見意見意見意見
い け ん

をおをおをおをお聴聴聴聴
き

かせかせかせかせくださいますようくださいますようくださいますようくださいますようおおおお願願願願
ねが

いいいい申申申申
もう

しししし上上上上
あ

げますげますげますげます。。。。    

   平成
へいせい

28年
ねん

７月
がつ

 

 太宰府
だ ざ い ふ

市長
しちょう

 芦

あ あ

刈
か か

 茂
あ し し

 

  
 
 

○ あて名
な

のご本
ほん

人
にん

がお答
こた

えください。 

○ ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

できない場合
ば あ い

は、ご家
か

族
ぞく

などがご本人
ほんにん

のお 考
かんが

えや思
おも

いを代
だい

理
り

でご

記入
きにゅう

ください。 

○ 回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

を○で囲
かこ

んでください。「その他
た

」の回答
かいとう

については、

（  ）内
ない

に内容
ないよう

を記入
きにゅう

してください。 

○ 氏名
し め い

や住 所
じゅうしょ

は記入
きにゅう

しないでください。 

○ この調査
ちょうさ

の結果
け っ か

は、すべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

され、個別
こ べ つ

の内容
ないよう

が公 表
こうひょう

されることはあ

りませんので、思
おも

いのままをお答
こた

えいただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

○ ご記入
きにゅう

いただいた調査
ちょうさ

票
ひょう

は、７７７７月月月月
がつ

25252525日日日日
にち

（（（（月月月月
げつ

））））までに、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ

て投
とう

函
かん

してください。その際
さい

、切手
き っ て

を貼
は

ったり、差出人
さしだしにん

の名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

はあり

ません。    
    

【【【【調査調査調査調査
ちょうさ

にににに関関関関
かん

するおするおするおするお問問問問
と

いいいい合合合合
あ

わせわせわせわせ先先先先
さ き

】】】】    

 太宰府市
だ ざ い ふ し

市民
し み ん

福祉部
ふ く し ぶ

福祉課
ふ く し か

福祉
ふ く し

政策係
せいさくがかり

 

電話
で ん わ

代表
だいひょう

：092‐921‐2121（内線
ないせん

363）／FAX：092‐925‐0294 

ご記
き

入
にゅう

にあたってのお願
ねが

い 
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1 ひとり暮
ぐ

らし（単身
たんしん

） 3 ニ
に

世代
せ だ い

世帯
せ た い

（親
おや

と子
こ

） 5 その他
た

（      ） 

2 夫婦
ふ う ふ

のみ 4 三
さん

世代
せ だ い

世帯
せ た い

（親
おや

と子
こ

と孫
まご

）     

1 会
かい

社員
しゃいん

、団
だん

体
たい

職
しょく

員
いん

 4 農 業
のうぎょう

など ７ パート・アルバイト 

2 公
こう

務
む

員
いん

 5 学生
がくせい

 ８ 無職
むしょく

 

3 自営業
じえいぎょう

（農 業
のうぎょう

などを除
のぞ

く） ６ 家
か

事
じ

専
せん

業
ぎょう

 9 その他
た

（          ） 

1 男性
だんせい

 2 女性
じょせい

 

1．20歳代
さいだい

 ３．40歳代
さいだい

 ５．60歳代
さいだい

 ７．80歳
さい

以上
いじょう

 

２．30歳代
さいだい

 ４．50歳代
さいだい

 ６．70歳代
さいだい

 

１．あなた１．あなた１．あなた１．あなたごごごご自自自自
じ

身身身身
しん

についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。    

1 太宰府小学校区
だざいふ しょう がっこ うく

 4 水城小学校区
みずきしょうがっこうく

 ７ 国分小学校区
こくぶしょうがっこうく

 

2 太宰府東小学校区
だざいふひがししょうがっこうく

 5 水城西小学校区
みずきにししょうがっこうく

 ８ わからない 

3 太宰府南小学校区
だざいふみなみしょうがっこうく

 6 太宰府西小学校区
だざいふにししょうがっこうく

 

1．乳児
にゅうじ

（１歳
さい

未満
み ま ん

） 4．中 学 生
ちゅうがくせい

 7．介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

 

2．幼児
よ う じ

（１歳
さい

から就 学 前
しゅうがくまえ

） 5．高校生
こうこうせい

 8． 障
しょう

がいのある人
ひと

 

3．小 学 生
しょうがくせい

 6．65歳
さい

以上
いじょう

の人
ひと

 9．いずれもいない 

 ※「地域
ち い き

福祉
ふ く し

」とは・・・ 

少子
しょうし

高齢化
こうれいか

や家族
か ぞ く

形態
けいたい

の変化
へ ん か

にともない、一人
ひ と り

ひとりが抱
かか

える生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

も多様化
た よ う か

して

います。これらに対応
たいおう

するには、個人
こ じ ん

の努力
どりょく

や行 政
ぎょうせい

による福祉
ふ く し

サービスだけでは十 分
じゅうぶん

で

なく、地域
ち い き

でともに暮
く

らす 私
わたし

たち自
じ

身
しん

が、身
み

近
ぢか

にあるさまざまな福祉
ふ く し

課題
か だ い

に目
め

をむけ、

地域
ち い き

全体
ぜんたい

で課題
か だ い

の解決
かいけつ

に取
と

り組
く

むことが求
もと

められています。 

私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりが、地域
ち い き

社会
しゃかい

の一員
いちいん

であることを認識
にんしき

し、地域
ち い き

とのつながりを大切
たいせつ

にしながらお互
たが

いができることを持
も

ち寄
よ

ること、それが「地域
ち い き

福祉
ふ く し

」の 考
かんが

え方
かた

です。 

 

 

 

○ あなたの戸籍上
こせきじょう

の性別
せいべつ

は？（１つだけ○） 

 

 

○ あなたの年齢
ねんれい

は、何歳
なんさい

ですか。（１つだけ○） 

  

    

○ あなたが住
す

んでいる小学
しょうがっ

校区
こ う く

はどちらですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

○ あなたの主
おも

な職 業
しょくぎょう

は何
なん

ですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

○ あなたの家族
か ぞ く

構成
こうせい

はどのようになっていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

○ あなたが現在
げんざい

一緒
いっしょ

に住
す

んでいるご家
か

族
ぞく

のなかに、つぎのような人
ひと

（あなた自身
じ し ん

も含
ふく

み

ます）はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 



 

128 

１ とても関心
かんしん

がある ⇒問
とい

１-１へ進
すす

む ３ あまり関心
かんしん

がない  ⇒問
とい

２へ進
すす

む 
２ やや関心

かんしん

がある  ⇒問
とい

１-１へ進
すす

む ４ まったく関心
かんしん

がない ⇒問
とい

２へ進
すす

む 

１ 福祉
ふ く し

の制度
せ い ど

、サービス、理念
り ね ん

や 考
かんが

え方
かた

などについて学
まな

ぶこと 

２ 住 民
じゅうみん

が地域
ち い き

の福祉
ふ く し

についての課題
か だ い

を話
はな

し合
あ

える場
ば

をつくること 

３ 子
こ

どもへの虐 待
ぎゃくたい

など、近年
きんねん

クローズアップされている福祉
ふ く し

問題
もんだい

について学
まな

ぶこと 

４ 母子
ぼ し

保健
ほ け ん

や子
こ

育
そだ

ての方法
ほうほう

などについて学
まな

ぶこと 

５ 介護
か い ご

体験
たいけん

や介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

の疑似
ぎ じ

体験
たいけん

など、体験
たいけん

学 習
がくしゅう

をすること 

６ 介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

やその家族
か ぞ く

などの 話
はなし

を聞
き

いたり、交 流
こうりゅう

したりすること 

７ 手話
し ゅ わ

や点字
て ん じ

、介護
か い ご

方法
ほうほう

などの技術
ぎじゅつ

を習 得
しゅうとく

すること 

８ その他
た

（                               ） 

９ 特
とく

に必要
ひつよう

なことはない 

２．「２．「２．「２．「福祉福祉福祉福祉
ふ く し

」についておたずねします。」についておたずねします。」についておたずねします。」についておたずねします。    

１ 子
こ

どもに関
かん

する福祉
ふ く し

 

２ 高齢者
こうれいしゃ

に関
かん

する福祉
ふ く し

 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

に関
かん

する福祉
ふ く し

 

４ 生活
せいかつ

困 窮 者
こんきゅうしゃ

※に関
かん

する福祉
ふ く し

 

５ その他
た

（                               ） 

１ 福祉
ふ く し

を必要
ひつよう

とする人
ひと

は、家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

が面倒
めんどう

をみればよい 

２ 福祉
ふ く し

は、国
くに

や市町村
しちょうそん

といった行 政
ぎょうせい

の責任
せきにん

で 行
おこな

うべき 

３ 福祉
ふ く し

は、行 政
ぎょうせい

と住 民
じゅうみん

が 協 力
きょうりょく

しながら、地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

うべき 

４ その他
た

（                               ） 

1．1年
ねん

未満
み ま ん

 3．5年
ねん

以上
いじょう

10年
ねん

未満
み ま ん

 5．20年
ねん

以上
いじょう

30年
ねん

未満
み ま ん

 

2．1年
ねん

以上
いじょう

5年
ねん

未満
み ま ん

 4．10年
ねん

以上
いじょう

20年
ねん

未満
み ま ん

 ６．30年
ねん

以上
いじょう

 

○ あなたは太宰府市
だ ざ い ふ し

に住
す

んで何
なん

年
ねん

になりますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１ あなたは「福祉
ふ く し

」に関心
かんしん

をお持
も

ちですか。（１つだけ○） 

 

 

 

問
とい

１-１ 「福祉
ふ く し

」のどのような分野
ぶ ん や

にもっとも関心
かんしん

がありますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問
とい

２ これからの「福祉
ふ く し

」のあり方
かた

は、どのようであるべきだと思
おも

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたは、住民
じゅうみん

が福祉
ふ く し

について理解
り か い

を深
ふか

めるためには、どのような機会
き か い

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

…「経済的
けいざいてき

に困
こん

窮
きゅう

し、

最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を維
い

持
じ

することがで

きなくなるおそれのある人
ひと

」 
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１ あまり知
し

らないから  ６ 時間
じ か ん

を割
さ

くのが惜
お

しいから 

２ かかわる機会
き か い

や時間
じ か ん

がないから ７ 人
ひと

とのつきあいが苦手
に が て

だから 

３ 家族
か ぞ く

にまかせているから ８ どうしたらよいかわからないから 

４ 特
とく

に必要
ひつよう

を感
かん

じないから ９ その他
た

（                ） 

５ わずらわしいから          

１ 住
す

み続
つづ

けたい  ２ 住
す

み続
つづ

けたくない    ３ どちらともいえない 

１ 自分
じ ぶ ん

の土地
と ち

や家
いえ

があるから 

２ 近
ちか

くに家族
か ぞ く

、親族
しんぞく

がいるから 

３ 近
ちか

くに友人
ゆうじん

、知人
ち じ ん

がいるから 

４ 近
きん

所
じょ

づきあいがよいから 

５ 買
か

い物
もの

や交通
こうつう

の便
べん

がよいから 

６ 働
はたら

く場
ば

（職場
しょくば

）があるから 

７ 子
こ

育
そだ

てや教 育
きょういく

環 境
かんきょう

が 整
ととの

っているから 

８ 福祉
ふ く し

・医療
いりょう

などのサービスが 整
ととの

っているから 

９ 気候
き こ う

・風土
ふ う ど

・自然
し ぜ ん

環 境
かんきょう

が気
き

に入
い

っているから 

10 文化
ぶ ん か

・スポーツなどの環 境
かんきょう

が 整
ととの

っているから 

11 その他
た

（            ） 

１ 地域
ち い き

の慣 習
かんしゅう

・文化
ぶ ん か

になじめないから 

２ 近
きん

所
じょ

づきあいがよくないから 

３ 買
か

い物
もの

や交
こう

通
つう

の便
べん

が悪
わる

いから 

４ 働
はたら

く場
ば

所
しょ

がないから 

５ 子
こ

育
そだ

てや 教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

が 整
ととの

っていないから 

６ 福祉
ふ く し

・医療
いりょう

などのサービスが 整
ととの

っていないから 

７ 気
き

候
こう

・風
ふう

土
ど

・自
し

然
ぜん

環 境
かんきょう

が気
き

に入
い

らないから 

８ 文化
ぶ ん か

・スポーツなどの環 境
かんきょう

が 整
ととの

っていないから 

９ 楽
たの

しめる場所
ば し ょ

がないから 

10 その他
た

（             ） 

１ 親
した

しくおつきあいしているお宅
たく

がある 

２ たまに立
た

ち 話
ばなし

をする程度
て い ど

 

３ 会
あ

えばあいさつはするが、それ以上
いじょう

の 話
はなし

はしない    

４ つきあいがほとんどない  

３．３．３．３．地域地域地域地域
ち い き

でのでのでのでの生活生活生活生活
せいかつ

についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。    

問
とい

４-１へ進
すす

む 問
とい

４-２へ進
すす

む 問
とい

５へ進
すす

む 

問
とい

５-１へ進
すす

む 

問
とい

６へ進
すす

む 

 

 

 

問
とい

４ あなたは、これからも現
げん

在
ざい

住
す

んでいるところに住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

いますか。    

（１つだけ○） 

 

   

 

 

問
とい

４-１ どのような点
てん

で住
す

み続
つづ

けたいと   問
とい

４-２ どのような点
てん

で住
す

み続
つづ

けたくない    

思
おも

いますか。（○は３つまで）        と思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

５ あなたは、普段
ふ だ ん

近所
きんじょ

の人
ひと

とどの程度
て い ど

のつきあいをされていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

５-１ つきあいがほとんどないのはなぜですか。（１つだけ○） 
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問
とい

６ 毎日
まいにち

の暮
く

らしのなかでのあなたの困
こま

りごとはどのようなことですか。また、それにつ

いて支援
し え ん

は必要
ひつよう

ですか。（①～⑬それぞれ、Ａ、Ｂの項目
こうもく

ごとに１つだけ○） 

 Ａ Ｂ 

困こ
ま

っ
て
い
る 困こ

ま

っ
て
い
な
い 支

援

し

え

ん

が
必
要

ひ
つ
よ
う 支
援

し
え
ん

は
必
要

ひ
つ
よ
う

な
い 

記
き

 入
にゅう

 例
れい

⇒ 1 2 1 2 

① 買
か

い物
もの

や通院
つういん

などの外 出
がいしゅつ

が不便
ふ べ ん

 1 2 1 2 

② 力仕事
ちからしごと

（家具
か ぐ

の移動
い ど う

など）ができない 1 2 1 2 

③ 家事
か じ

労働
ろうどう

（炊事
す い じ

、洗濯
せんたく

など）がきつい 1 2 1 2 

④ 庭
にわ

・ 畑
はたけ

仕事
し ご と

（草
くさ

取
と

りなど）ができない 1 2 1 2 

⑤ 機械類
き か い る い

・電化
で ん か

製品
せいひん

の使
つか

い方
かた

や修理
しゅうり

方法
ほうほう

がわからない 1 2 1 2 

⑥ 話
はな

し相
あい

手
て

、遊
あそ

び相手
あ い て

、相談
そうだん

相手
あ い て

が少
すく

ない 1 2 1 2 

⑦ ごみ出
だ

しが困難
こんなん

 1 2 1 2 

⑧ 近
きん

所
じょ

づきあいがうまくいかない 1 2 1 2 

⑨ 運動
うんどう

する場所
ば し ょ

や機会
き か い

の不足
ふ そ く

 1 2 1 2 

⑩ 生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

などの場所
ば し ょ

や機会
き か い

の不足
ふ そ く

 1 2 1 2 

⑪ 生活費
せ い か つ ひ

の不足
ふ そ く

 1 2 1 2 

⑫ 経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

や多忙
た ぼ う

により食事
しょくじ

の準備
じゅんび

が十 分
じゅうぶん

にできない 1 2 1 2 

⑬ その他
た

（                    ） 1 2 1 2 
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１ 地域
ち い き

をよくする活動
かつどう

をみんなで 協
きょう

力
りょく

し合
あ

って 行
おこな

いたい 

２ 隣
となり

近所
きんじょ

の人
ひと

とのつきあいは大切
たいせつ

にしたい 

３ 地域
ち い き

の人
ひと

や 隣
となり

近所
きんじょ

の人
ひと

とはかかわりを持
も

ちたくない 

４ 他人
た に ん

の 協 力
きょうりょく

は期待
き た い

していない（自分
じ ぶ ん

のことは自分
じ ぶ ん

でする） 

５ 興味
きょうみ

関心
かんしん

がない 

６ その他
た

（                                ） 

１ 安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

の声
こえ

かけ 11 ごみ出
だ

しの手伝
て つ だ

い 

２ 心配
しんぱい

ごとなどの相談
そうだん

相手
あ い て

 12 急 病
きゅうびょう

になった時
とき

の家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

への連絡
れんらく

 

３ 子
こ

どもの短時間
た ん じ か ん

の預
あず

かり 13 急 病
きゅうびょう

になった時
とき

の看 病
かんびょう

 

４ 買
か

い物
もの

の手
て

伝
つだ

い 14 介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

の短時間
た ん じ か ん

の預
あず

かり 

５ 通院
つういん

の手
て

伝
つだ

い 15 災害
さいがい

時
じ

の手
て

助
だす

け 

６ 家事
か じ

の手伝
て つ だ

い 16 日 常 的
にちじょうてき

な話
はな

し相手
あ い て

 

７ 外 出
がいしゅつ

の手伝
て つ だ

い 17 生活費
せ い か つ ひ

の援助
えんじょ

 

８ 家具
か ぐ

の移動
い ど う

などの力仕事
ちからしごと

 18 食 材
しょくざい

や食事
しょくじ

の提 供
ていきょう

 

９ 草取
く さ と

りなどの庭
にわ

・ 畑
はたけ

仕事
し ご と

 19 その他
た

（             ） 

10 電 球
でんきゅう

の交換
こうかん

や電化
で ん か

製品
せいひん

の簡単
かんたん

な修理
しゅうり

 20 特
とく

にない 

１ 積 極 的
せっきょくてき

に対応
たいおう

したい  

２ できるだけ対応
たいおう

したい  

３ 対応
たいおう

したいができれば避
さ

けたい 

４ かかわりたくないので何
なに

もしない 

５ その他
た

（                               ） 

１ 対応
たいおう

したいが 忙
いそが

しいから  ５ 時
じ

間
かん

を割
さ

くのが惜
お

しいから 

２ 対応
たいおう

したいが家族
か ぞ く

が反対
はんたい

するから ６ 他人
た に ん

の問題
もんだい

で自分
じ ぶ ん

には関係
かんけい

ないから 

３ 対応
たいおう

の方法
ほうほう

がわからず不安
ふ あ ん

だから ７ 興味
きょうみ

関心
かんしん

がないから 

４ 人
ひと

とのかかわりが苦手
に が て

だから ８ その他
た

（             ） 

問
とい

７-１へ進
すす

む 

問
とい

８へ進
すす

む 

 

問
とい

７ 日々
ひ び

の暮
く

らしのなかで困
こま

りごとを抱
かか

える人
ひと

から助
たす

けを求
もと

められた時
とき

、あなた自身
じ し ん

はど

う対応
たいおう

したいと思
おも

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７-１ そのように考
かんが

えるのはどのような理由
り ゆ う

からですか。（１つだけ○） 

 

 

  

 

 

問
とい

８ あなたやご家
か

族
ぞく

に助
たす

けが必要
ひつよう

になった時
とき

、地域
ち い き

の人たちにどのような支援
し え ん

をしてほし

いと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

９ 地域
ち い き

での人
ひと

と人
ひと

とのかかわりについて、あなたのお考
かんが

えに近
ちか

いものをお選
えら

びくださ

い。（１つだけ○） 
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１ 聞
き

いたことがある       ２ 聞
き

いたことがない 

 

１ 近隣
きんりん

の人
ひと

に連絡
れんらく

する ６ 学校
がっこう

へ連絡
れんらく

する 

２ 自治会
じ ち か い

の役員
やくいん

に連絡
れんらく

する   ７ 直 接
ちょくせつ

自分
じ ぶ ん

で様子
よ う す

をみるため訪問
ほうもん

する 

３ 民
みん

生
せい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

に連絡
れんらく

する ８ かかわりたくないので何
なに

もしない 

４ 市役所
し や く し ょ

へ連絡
れんらく

する ９ その他
た

（              ） 

５ 警察
けいさつ

へ連絡
れんらく

する 

１ 自分
じ ぶ ん

や同居
どうきょ

する家族
か ぞ く

の避難
ひ な ん

方法
ほうほう

の確認
かくにん

 

２ 災害
さいがい

時
じ

の緊 急
きんきゅう

の連絡
れんらく

方法
ほうほう

を家族
か ぞ く

や知
し

り合
あ

い同
どう

士
し

で話
はな

しておくこと 

３ 日
ひ

ごろからの 隣
となり

近所
きんじょ

とのあいさつ、声
こえ

かけやつきあい 

４ 災害
さいがい

対策
たいさく

の学 習 会
がくしゅうかい

の開催
かいさい

 

５ 地域
ち い き

での避難
ひ な ん

訓練
くんれん

の実施
じ っ し

 

６ 危険
き け ん

箇所
か し ょ

の把握
は あ く

 

７ 地域
ち い き

における支援
し え ん

団体
だんたい

の組
そ

織
しき

づくり 

８ 避難
ひ な ん

の際
さい

に手
て

助
だす

けが必要
ひつよう

な人
ひと

の把握
は あ く

 

９ 避難
ひ な ん

の際
さい

に手助
て だ す

けが必要
ひつよう

な人
ひと

に対
たい

する 情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

の体
たい

制
せい

づくり 

10 避難
ひ な ん

の際
さい

に手助
て だ す

けが必要
ひつよう

な人
ひと

を支援
し え ん

する人
ひと

たちの把握
は あ く

 

11 その他
た

（                                ） 

12 特
とく

にない 

１ 聞
き

いたことがある       ２ 聞
き

いたことがない 

 

問
とい

10 地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

時
じ

の備
そな

えとして、どのようなことが重
じゅう

要
よう

だと思
おも

いますか。  

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

11 あなたがお住
す

まいの地域
ち い き

の出来事
で き ご と

として、家族
か ぞ く

などによる虐待
ぎゃくたい

について耳
みみ

にしたこ

とがありますか。（１つだけ○） 

 

 

問
とい

12 あなたがお住
す

まいの地
ち

域
いき

の出
で

来
き

事
ごと

として、夫婦間
ふうふかん

の暴力
ぼうりょく

について耳
みみ

にしたことがあ

りますか。（１つだけ○） 

 

 

問
とい

13 もしあなたの周囲
しゅうい

で、虐待
ぎゃくたい

が発生
はっせい

しているとあなた自身
じ し ん

が思
おも

われたら、最初
さいしょ

にどの

ように対応
たいおう

しますか。（１つだけ○） 
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１ 積 極 的
せっきょくてき

に声
こえ

かけしたい  

２ できるだけ声
こえ

かけしたい  

３ 声
こえ

かけしたいができれば避
さ

けたい 

４ かかわりたくないので何
なに

もしない 

５ その他
た

（                                ） 

１ 対応
たいおう

の方法
ほうほう

がわからないから  ４ 他人
た に ん

の問題
もんだい

で自分
じ ぶ ん

には関係
かんけい

ないから 

２ 人
ひと

とのかかわりが苦手
に が て

だから ５ 興味
きょうみ

関心
かんしん

がないから 

３ 時
じ

間
かん

を割
さ

くのが惜
お

しいから ６ その他
た

（             ） 

問
とい

14-１へ進
すす

む 

問
とい

15 へ進
すす

む 

１ 安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

の声
こえ

かけ 11 ごみ出
だ

しの手伝
て つ だ

い 

２ 心配
しんぱい

ごとなどの相談
そうだん

相手
あ い て

 12 急 病
きゅうびょう

になった時
とき

の家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

への連絡
れんらく

 

３ 子
こ

どもの短時間
た ん じ か ん

の預
あず

かり 13 急 病
きゅうびょう

になった時
とき

の看 病
かんびょう

 

４ 買
か

い物
もの

の手
て

伝
つだ

い 14 介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

の短時間
た ん じ か ん

の預
あず

かり 

５ 通院
つういん

の手
て

伝
つだ

い  15 災害
さいがい

時
じ

の手
て

助
だす

け 

６ 家事
か じ

の手伝
て つ だ

い 16 日 常 的
にちじょうてき

な話
はな

し相手
あ い て

 

７ 外 出
がいしゅつ

の手伝
て つ だ

い 17 生活費
せ い か つ ひ

の援助
えんじょ

 

８ 家具
か ぐ

の移動
い ど う

などの力仕事
ちからしごと

 18 食 材
しょくざい

や食事
しょくじ

の提 供
ていきょう

 

９ 草取
く さ と

りなどの庭
にわ

・ 畑
はたけ

仕事
し ご と

 19 その他
た

（             ） 

10 電 球
でんきゅう

の交換
こうかん

や電化
で ん か

製品
せいひん

の簡単
かんたん

な修理
しゅうり

 20 特
とく

にない 

 

問
とい

14 認知症
にんちしょう

と思
おも

われる人
ひと

がまちのなかで戸惑
と ま ど

っている様子
よ う す

を見
み

かけた時
とき

、あなた自身
じ し ん

はど

のように対応
たいおう

したいと思
おも

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

14-１ そのように考
かんが

えるのはどのような理由
り ゆ う

からですか。（１つだけ○） 

 

 

  

 

問
とい

15 あなたの身近
み ぢ か

なところで、困
こま

っている人
ひと

がいた場合
ば あ い

、あなた自身
じ し ん

はどのような支援
し え ん

が

できると思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 
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４．４．４．４．地域地域地域地域
ち い き

活動活動活動活動
かつどう

ややややボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動
かつどう

についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。    

１ 現在
げんざい

参加
さ ん か

している 

２ 以前
い ぜ ん

に参加
さ ん か

したことがあるが、現在
げんざい

参加
さ ん か

していない 

３ まったく参加
さ ん か

したことはないが、今後
こ ん ご

参加
さ ん か

したい 

４ まったく参加
さ ん か

したことはなく、今後
こ ん ご

も参加
さ ん か

したいとは思
おも

わない 

５ その他
た

（                               ） 

１ 現在
げんざい

活動
かつどう

している 

２ 過去
か こ

に活動
かつどう

したことがあるが、現在
げんざい

は活動
かつどう

していない 

３ 活動
かつどう

したことがない 

１ 校区
こ う く

自治協
じ ち き ょ う

議会
ぎ か い

の活動
かつどう

 

２ 自治会
じ ち か い

の活動
かつどう

  

３ 子
こ

ども会
かい

・ＰＴＡの活動
かつどう

 

４ 長 寿
ちょうじゅ

クラブ（老
ろう

人
じん

クラブ）の活動
かつどう

 

５ 消 防 団
しょうぼうだん

の活動
かつどう

 

６ その他
た

（           ） 

１ 地域
ち い き

での支
ささ

え合
あ

い 

２ 隣
となり

近所
きんじょ

とのふれあいを求
もと

めて 

３ 自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の勉 強
べんきょう

や意識
い し き

の向 上
こうじょう

  

４ 役
やく

回
まわ

りなどで仕
し

方
かた

なく 

５ ただなんとなく 

６ その他
た

（           ） 

１ 勤務
き ん む

などの都合
つ ご う

で機会
き か い

がない 

２ 引
ひっ

越
こ

して間
ま

もない  

３ 活動
かつどう

の方法
ほうほう

がわからない 

４ 時間
じ か ん

がない 

５ 興味
きょうみ

がない 

６ 活動
かつどう

内容
ないよう

が大変
たいへん

だから  

７ 体 調
たいちょう

がすぐれない 

８ 知
し

り合
あ

いがいない  

９ いやな思
おも

いをしたくない 

10 役
やく

が回
まわ

ってこない 

11 家
いえ

の人
ひと

が気
き

にする 

12 自信
じ し ん

がない 

13 自治会
じ ち か い

に入
はい

っていない  

14 その他
た

（          ） 

問
とい

16-1 へ進
すす

む 問
とい

16-3 へ進
すす

む 

 

 

 

問
とい

16 あなたは現
げん

在
ざい

、自治会
じ ち か い

や子
こ

ども会
かい

、長寿
ちょうじゅ

クラブ（老
ろう

人
じん

クラブ）の活動
かつどう

など、地域
ち い き

活動
かつどう

をしていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問
とい

16-1 どんな活動
かつどう

をしていますか。     問
とい

16-3 現在
げんざい

活動
かつどう

していない理由
りゆう

は何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○）        （１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

16-2 どのような目的
もくてき

で活動
かつどう

していますか。 

（１つだけ○） 

  

 

 

 

 

 

 

問
とい

17 あなたは、問
とい

16のような地域
ち い き

での活動
かつどう

以外
い が い

に、個人的
こじんてき

にボランティア活動
かつどう

に参加
さ ん か

した

ことがありますか。（１つだけ○） 
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１ 福祉
ふ く し

活動
かつどう

に関心
かんしん

がないから     ６ 参加
さ ん か

するきっかけがないから 

２ 時間的
じ か ん て き

に余裕
よ ゆ う

がないから      ７ 家族
か ぞ く

の理解
り か い

が得
え

られないから 

３ 気
き

恥
は

ずかしいから         ８ 活動
かつどう

に活
い

かせるものがないから 

４ 活動
かつどう

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

がないから   ９ 健 康 上
けんこうじょう

の理由
り ゆ う

で 難
むずか

しいから  

５ 一緒
いっしょ

に参加
さ ん か

する仲間
な か ま

がいないから 10 その他
た

（               ） 

１ 児童
じ ど う

福祉
ふ く し

・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

（子育
こ そ だ

て相
そう

談
だん

や子育
こ そ だ

てサークル支援
し え ん

 など） 

２ 高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

（声
こえ

かけ・見
み

守
まも

り活動
かつどう

、ごみ出
だ

しなどの生活
せいかつ

支援
し え ん

、サロンの支援
し え ん

 など） 

３ 障
しょう

がい福祉
ふ く し

（手話
し ゅ わ

や音読
おんどく

・点字
て ん じ

訳
やく

、外 出
がいしゅつ

支援
し え ん

、施設
し せ つ

訪問
ほうもん

 など） 

４ 青 少 年
せいしょうねん

健全
けんぜん

育成
いくせい

（登
とう

下校
げ こ う

時
じ

の子
こ

どもの見守
み ま も

り、子
こ

ども会
かい

などへの 協 力
きょうりょく

 など） 

５ 健
けん

康
こう

づくり（健康
けんこう

運動
うんどう

教 室
きょうしつ

等
とう

の運営
うんえい

協 力
きょうりょく

 など） 

６ 防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

（地域
ち い き

防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

活動
かつどう

 など） 

７ その他
た

（                          ） 

８ 参加
さ ん か

したくない 

１ 地域
ち い き

における福祉
ふ く し

活動
かつどう

の意義
い ぎ

と重 要
じゅうよう

性
せい

をもっとＰＲする 

２ 地域
ち い き

でボランティアなどの活動
かつどう

拠点
きょてん

となる場所
ば し ょ

を整備
せ い び

する 

３ 地域
ち い き

における福祉
ふ く し

活動
かつどう

の活動
かつどう

費
ひ

や運
うん

営
えい

費
ひ

などの資金的
し き ん て き

な援助
えんじょ

を 行
おこな

う 

４ 地域
ち い き

における福祉
ふ く し

活動
かつどう

の担
にな

い手
て

づくりをすすめる 

５ 福祉
ふ く し

活動
かつどう

の相談
そうだん

・指導
し ど う

を担当
たんとう

する専門
せんもん

職 員
しょくいん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

る 

６ 困
こま

っている人
ひと

と支援
し え ん

できる人
ひと

をつなぐ人材
じんざい

を育成
いくせい

する 

７ 地域
ち い き

における福祉
ふ く し

活動
かつどう

に関
かん

する情 報
じょうほう

を得
え

やすくする 

８ 地域
ち い き

における福祉
ふ く し

活動
かつどう

に住 民
じゅうみん

の参加
さ ん か

を 促
うなが

す取
と

り組
く

みをすすめる 

９ 学校
がっこう

教 育
きょういく

や社会
しゃかい

教 育
きょういく

での福祉
ふ く し

教 育
きょういく

を充 実
じゅうじつ

する 

10 その他
た

（                               ） 

11 特
とく

にない 

問
とい

18-1 へ進
すす

む 

問
とい

19 へ進
すす

む 

 

問
とい

18 あなたは、今後
こ ん ご

、次
つぎ

のような福祉
ふ く し

にかかわる地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

やボランティア活動
かつどう

などに参加
さ ん か

したいと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

18-1 参加
さ ん か

したくないのはなぜですか。（１つだけ○） 

 

 

 

  

 

 

問
とい

19 今後
こ ん ご

、地域
ち い き

における支
ささ

え合
あ

いや助
たす

け合
あ

いの活動
かつどう

を活発
かっぱつ

にしていくことが大切
たいせつ

になって

きます。そのためには、どのようなことが重要
じゅうよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 
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５．５．５．５．福祉福祉福祉福祉
ふ く し

サービスサービスサービスサービスについておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。についておたずねします。    

１ 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 ６ 職場
しょくば

などの同 僚
どうりょう

 

２ ケアマネジャーやホームヘルパー ７ 情 報
じょうほう

を得
え

る方
ほう

法
ほう

がわからない 

３ 家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

 ８ 情 報
じょうほう

を得
え

る必
ひつ

要
よう

がない 

４ 近所
きんじょ

の人
ひと

 ９ その他
た

（             ） 

５ 友人
ゆうじん

・知
ち

人
じん

 

１ 自治会
じ ち か い

の回覧板
かいらんばん

 ６ インターネット 

２ 広報
こうほう

だざいふ ７ 情 報
じょうほう

を得
え

る方
ほう

法
ほう

がわからない 

３ 社 協
しゃきょう

だより（ふくしのひろば） ８ 情 報
じょうほう

を得
え

る必
ひつ

要
よう

がない 

４ 窓口
まどぐち

などにあるチラシ・パンフレット ９ その他
た

（             ） 

５ 新聞
しんぶん

・雑誌
ざ っ し

・テレビ・ラジオ 

１ 市役所
し や く し ょ

 ８ 地域
ち い き

の公民館
こうみんかん

 

２ 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

 ９ プラム・カルコア太宰府
だ ざ い ふ

（中 央
ちゅうおう

公民館
こうみんかん

） 

３ いきいき情 報
じょうほう

センター 1０ 市民
し み ん

図書館
と し ょ か ん

 

４ 保健
ほ け ん

センター 1１ 病 院
びょういん

や施設
し せ つ

 

５ 地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター 1２ 保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）、幼稚園
よ う ち え ん

、小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

 

６ 子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センター 1３ 情 報
じょうほう

を得
え

る方
ほう

法
ほう

がわからない 

７ 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター 1４ 情 報
じょうほう

を得
え

る必
ひつ

要
よう

がない 

（あす・ラック工房
こうぼう

、つくしぴあ） 1５ その他
た

（             ） 

 

 

問
とい

20 あなたは、現在
げんざい

、「福祉
ふ く し

サービス」に関
かん

する情
じょう

報
ほう

について、誰
だれ

から、どんな媒体
ばいたい

か

ら、どこの施設
し せ つ

から入手
にゅうしゅ

していますか。 

 【誰
だれ

から？】（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 【どんな媒体
ばいたい

から？】（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 【どこの施設
し せ つ

から？】（○は２つまで） 
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１ 福祉
ふ く し

サービスに関
かん

する 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を充 実
じゅうじつ

する 

２ 福祉
ふ く し

サービス選択
せんたく

についての相談
そうだん

対応
たいおう

を充 実
じゅうじつ

する 

３ 福祉
ふ く し

サービス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

への苦情
くじょう

やトラブル解決
かいけつ

の支援
し え ん

体制
たいせい

を 整
ととの

える 

４ 福祉
ふ く し

サービスの内容
ないよう

を評価
ひょうか

するしくみを 整
ととの

える 

５ 相談
そうだん

窓口
まどぐち

職 員
しょくいん

の知識
ち し き

、接遇
せつぐう

の向 上
こうじょう

 

６ 行 政
ぎょうせい

や福祉
ふ く し

サービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の情 報
じょうほう

公開
こうかい

をすすめる 

７ 住 民
じゅうみん

が福祉
ふ く し

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

や制度
せ い ど

などを学 習
がくしゅう

できる機会
き か い

を増
ふ

やす 

８ 福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

の権利
け ん り

を守
まも

るしくみを 整
ととの

える 

９ その他
た

（                               ） 

10 特
とく

にない 

１ 市役所
し や く し ょ

などの行 政
ぎょうせい

機関
き か ん

 ８ 福祉
ふ く し

活動
かつどう

を 行
おこな

っている民間
みんかん

団体
だんたい

 

２ 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

 ９ 近所
きんじょ

の人
ひと

 

３ 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 10 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

４ 自治会
じ ち か い

の役
やく

員
いん

 11 職場
しょくば

などの同 僚
どうりょう

 

５ ケアマネジャーやホームヘルパー 12 相談
そうだん

するところがない 

６ 保育所
ほいくしょ

（園
えん

）、幼稚園
ようちえん

、小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

 13 相談
そうだん

はしない 

７ 病 院
びょういん

や施設
し せ つ

 14 その他
た

（            ） 

 

問
とい

21 あなた自身
じ し ん

やご家
か

族
ぞく

が、生活上
せいかつじょう

の困
こま

りごとを抱
かか

えた時
とき

、家族
か ぞ く

以外
い が い

で、どこ（誰
だれ

）に相談
そうだん

しますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

22 福祉
ふ く し

サービス利用者
りようしゃ

が、自分
じ ぶ ん

に最適
さいてき

な福祉
ふ く し

サービスを選
えら

び、安心
あんしん

して利用
り よ う

するため、

市役所
しやくしょ

ではどのようなことに取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

があると思
おも

いますか。（○は３つまで） 
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１ ホームヘルパーやデイサービスなどの在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスの充 実
じゅうじつ

 

２ 特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームなどの施設
し せ つ

サービスの充 実
じゅうじつ

 

３ 身近
み ぢ か

なところでの相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充 実
じゅうじつ

 

４ 専門性
せんもんせい

の高
たか

い相談
そうだん

支
し

援
えん

の充 実
じゅうじつ

 

５ 福祉
ふ く し

や介護
か い ご

、子育
こ そ だ

てのサービスに関
かん

する 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の充 実
じゅうじつ

 

６ 手当
て あ て

など、個人
こ じ ん

や家族
か ぞ く

に対
たい

する金
きん

銭
せん

的
てき

な援助
えんじょ

の充 実
じゅうじつ

 

７ 施設
し せ つ

や交通
こうつう

機関
き か ん

などにおけるバリアフリーの推進
すいしん

 

８ 個人
こ じ ん

の自立
じ り つ

を支援
し え ん

するサービスの充 実
じゅうじつ

    

９ 地域
ち い き

活動
かつどう

や地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

への公的
こうてき

な援助
えんじょ

の充 実
じゅうじつ

 

10 地域
ち い き

活動
かつどう

や地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

を担
にな

う人
じん

材
ざい

の育成
いくせい

 

11 気軽
き が る

に集
あつ

まれる場
ば

の充 実
じゅうじつ

 

12 健
けん

康
こう

づくりや生
い

きがいづくりの推進
すいしん

 

13 住 民
じゅうみん

がともに支
ささ

え合
あ

い、助
たす

け合
あ

える地域
ち い き

づくりの推進
すいしん

 

14 福祉
ふ く し

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

15 その他
た

（                               ） 

16 特
とく

にない 

１ 地域
ち い き

活動
かつどう

や地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

に積 極 的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

する 

２ できるだけ地域
ち い き

での出来事
で き ご と

に関心
かんしん

を持
も

つ 

３ 学校
がっこう

での行事
ぎょうじ

など、家族
か ぞ く

に関係
かんけい

ある範囲内
は ん い な い

の活動
かつどう

には参加
さ ん か

する 

４ まずは家
か

庭内
ていない

の問題
もんだい

（コミュニケーション不足
ぶ そ く

など）を解決
かいけつ

する 

５ その他
た

（                               ） 

６ 特
とく

にない 

問
とい

23 住民
じゅうみん

が住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で、安心
あんしん

して暮
く

らしていくためには、どのような福祉
ふ く し

のあり方
かた

が大切
たいせつ

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

24 私
わたし

たち一
ひと

人
り

ひとりが安心
あんしん

して地域
ち い き

のなかで暮
く

らしていくために、市民
し み ん

のひとりとし

て、あなたができることはどんなことがあると思
おも

いますか。（１つだけ○） 
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１ 一定
いってい

の配慮
はいりょ

はなされていると思
おも

う 

２ どちらかといえば配慮
はいりょ

がなされていると思
おも

うが、まだ不十分
ふじゅうぶん

だと思
おも

う 

３ どちらかといえば配慮
はいりょ

がなされていないと思
おも

う 

４ ほとんど配慮
はいりょ

がなされていないと思
おも

う 

５ わからない 

６ その他
た

（                             ） 

１ そう思
おも

う ４ そう思
おも

わない 

２ ややそう思
おも

う ５ わからない 

３ あまりそう思
おも

わない ６ その他
た

（                ） 

 

１ 徒歩
と ほ

 ８ お店
みせ

への送迎
そうげい

サービス 

２ 自転車
じ て ん し ゃ

 ９ 介護
か い ご

ヘルパーなどの支援
し え ん

 

３ 自分
じ ぶ ん

で自動車
じ ど う し ゃ

・バイクを運転
うんてん

 10 移動
い ど う

販売
はんばい

・移動
い ど う

スーパー 

４ 鉄道
てつどう

、バス 11 電話
で ん わ

・ＦＡＸ・インターネットによる 

５ タクシー 宅配
たくはい

や配
はい

食
しょく

 

６ 家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

の 協 力
きょうりょく

 12 お店
みせ

で買
か

った商 品
しょうひん

の配達
はいたつ

サービス 

７ 近所
きんじょ

の人
ひと

の 協 力
きょうりょく

 13 その他
た

（              ） 

１ そう思
おも

う ４ そう思
おも

わない 

２ ややそう思
おも

う ５ わからない 

３ あまりそう思
おも

わない ６ その他
た

（                ） 

 

 

問
とい

25 あなたは日
ひ

ごろの生活
せいかつ

のなかで、障
しょう

がいのある人
ひと

への配慮
はいりょ

がなされている、または、

なされていない（差別
さ べ つ

がある）と感
かん

じたことがありますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

26 あなたは市内
し な い

の公共
こうきょう

施設
し せ つ

（市
し

役所
やくしょ

など）が高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がいのある人
ひと

などに配慮
はいりょ

され

ていると思
おも

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問
とい

27 あなたは市内
し な い

の民間
みんかん

施設
し せ つ

が高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がいのある人
ひと

などに配慮
はいりょ

されていると思
おも

いま

すか。（１つだけ○） 

  

 

 

 

問
とい

28 あなたはどのような方法
ほうほう

で買
か

い物
もの

を行
おこな

っていますか。（○は３つまで） 
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１ そう思
おも

う ４ そう思
おも

わない 

２ ややそう思
おも

う ５ わからない 

３ あまりそう思
おも

わない ６ その他
た

（                ） 

 

 

問
とい

29 あなたは問
とい

28で○をつけた方法
ほうほう

で買
か

い物
もの

を行
おこな

ったうえで、住
す

んでいる場所
ば し ょ

が買
か

い物
もの

に不便
ふ べ ん

だと思
おも

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

○ 地域
ち い き

と行政
ぎょうせい

が共
とも

に支
ささ

えあい、すべての人
ひと

が地域
ち い き

社会
しゃかい

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる「こ

こに住
す

んでよかった。住
す

み続
つづ

けたい。」と思
おも

える「福祉
ふ く し

のまちづくり」を進
すす

めていくため、

太宰府市
だ ざ い ふ し

に対
たい

するご意
い

見
けん

やご要
よう

望
ぼう

がございましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

以上以上以上以上
いじょう

でアンケートはでアンケートはでアンケートはでアンケートは終終終終
お

わりわりわりわりです。です。です。です。ごごごご 協協協協
きょう

力力力力
りょく

ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。 
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